
    
      
        
      
    

  















































〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

























[image: ０　物語のはじまり]




　遠とおくを見み渡わたしても何なにもない、広ひろい広ひろいさみしげな丘おかの上うえ。

　夜よ空ぞらのようなぼんやりと暗くらい空そらを見み上あげる、ポツンと小ちいさな丸まるい影かげがありました。

　その小ちいさい影かげの目め元もとから、小ちいさな一ひとつぶの水すい滴てきが、ポツリ……と落おちました。

　すると、そのしずくを中ちゅう心しんに、大だい地ちに、ふわっと光ひかりが広ひろがっていきました……。







[image: １　いつものすみっこ]




　これは、この世せ界かいのどこかにあるすみっこでひっそり暮くらしている、「すみっコ」たちの物もの語がたり。




　今日きょうも空そらはよく晴はれて、きれいな青あお。その中なかを、ゆっくりと雲くもがうごいて、ぽかぽか日和びよりです。

　ここに、よく「すみっコ」たちが集あつまる場ば所しょがあります。その様よう子すを、ちょっとのぞいてみましょう。




　すみっコたちは、すみっこが大だい好すきですから、すみっこの方ほうを見みてみれば……ほら、さっそく、「ねこ」がやってきて、すみっこに座すわろうとしました。

　でも、ねこは、ぴたっと立たち止どまってしまいました。どうやら、同おなじすみっこに座すわろうとしていた「しろくま」に、気きがついたみたいです。

　ねこは少すこしあわてながら、しろくまに（どうぞどうぞ）をしています。すみっこをゆずってあげたんですね。
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　すみっこに座すわったしろくまは、のんびりと、熱あついお茶ちゃをすすりはじめました。

　寒さむいところに住すんでいるはずのしろくまが、熱あついお茶ちゃを？

　そうです。このしろくまは、じつはとっても寒さむがり。あたたかい場ば所しょをさがして、はるばる北きたから、このすみっこに逃にげてきました。

　しろくまがひざにのせているのは、「ふろしき」です。しろくまに、とっても大だい事じにされています。しろくまは寒さむいとき、よくふろしきに包つつまれているみたいです。




　一いっ方ぽう、しろくまにすみっこをゆずったねこは、後うしろ向むきになって、かべをガリガリひっかきはじめてしまいました。

　ねこは、とってもはずかしがり屋やさんで、気きが弱よわいんです。気きを使つかって、すみっこをゆずってしまいます。そして、気きを使つかいつづけていると、ちょっと疲つかれて、かべをガリガリしたり、丸まるまったりすることもあるんです。

　でも、大だい丈じょう夫ぶ。ほら、かべをガリガリしているねこに、「ざっそう」が近ちかづいてきて、よつばのクローバーを渡わたしてあげました。

　ざっそうは、とってもポジティブな性せい格かく。気きが弱よわいねこを、よくはげましてあげています。夢ゆめは、いつかお花はな屋やさんでステキなブーケにしてもらうこと。

　ざっそうがブーケに入はいっているところは、あんまり見みたことがないですよね。それでも、ざっそうは、絶ぜっ対たいにあきらめません。いくらふまれても、いつも元げん気きです。




　もう一いっ回かい、しろくまの方ほうを見みると……しろくまのそばに、すみっコたちがふえています。

「とんかつ」と「えびふらいのしっぽ」ですね。

　とんかつは、とんかつのはじっこの部ぶ分ぶん。食たべ残のこされちゃいました。

　おにく１パーセント、しぼう99パーセント。あぶらっぽいから、残のこされちゃったんです。鼻はなみたいに見みえるピンクの部ぶ分ぶんは、１パーセントのおにくです。

　だから、おんなじ、残のこりものの、えびふらいのしっぽととっても仲なかよし。

　ふたりの夢ゆめは、いつかだれかに食たべてもらうこと。えびふらいのしっぽは、冷れい蔵ぞう庫こからソースやからし、わさびやケチャップ、マヨネーズ……さまざまな調ちょう味み料りょうを持もってきて、とんかつにかけてあげています。どうすれば美味おいしそうに見みえるのか、ためしているみたい。

　ふたりはそれを、しろくまに見みせにいきます。美味おいしそうに見みえるかどうか、聞きいているみたい。

　でも、しろくまは、びっくりしてふたりの前まえから逃にげ出だしてしまいました。

　いろんな調ちょう味み料りょうをかけすぎたとんかつは、すごい姿すがたになっていました。ちょっとやりすぎたかな……？




　その隣となりの方ほうには……。

　丸まるくて小ちいさなすみっコたちがたくさんいて、みんなでわいわいしています。

　あのコたちは、「たぴおか」。たぴおかたちも、コップの底そこにいたら、吸すいにくくて、飲のみ残のこされちゃったんです。

　たぴおかたちも、残のこされたことがショックだったようです。よく、「やってらんね」とひねくれています。その中なかでも、「ブラックたぴおか」は、特とく別べつにひねくれもの、みたいです。




　そんな中なか、本ほんを読よんだり、音おん楽がくをきいたりして、マイペースなのは、「ぺんぎん？」です。

　ぺん……ぎん？そう、自じ分ぶんがペンギンかどうか自じ信しんがなくて、いつも自じ分ぶん探さがしをしています。昔むかしは、頭あたまにお皿さらがあったような気きもしたり……。

　とんかつたちに追おいかけられていたしろくまが、ぺんぎん？とぶつかって、ぺんぎん？はコロンと横よこにたおれました。それでも、本ほんに熱ねっ中ちゅうしたまんまです。




　そんなドタバタの中なか、まわりをふわふわ浮ういているのは、「ほこり」たち。

　ほこりは、いつも、のうてんき。

　みんなから少すこしはなれた場ば所しょを、「とかげ」が歩あるいています。「とかげ」は、頭あたまに、仲なかよしの「にせつむり」をのせています。

　ええっと、ここだけの話はなし……。とかげは、本ほん当とうは恐きょう竜りゅうの生いき残のこりなんですって。でも、それがバレるとつかまっちゃうから、とかげのフリをしています。

　どうやら、今いまの声こえは、とかげに聞きこえてしまったみたい。とかげが、必ひっ死しに「シーッ！」とやっていますね。だからみなさん、ひみつですよ。




　あ、ちなみに、ひみつと言いえば、にせつむりも、本ほん当とうはカラをかぶったなめくじで……これも、にせつむりに聞きこえたみたい。にせつむりは、こっちに向むけてペコペコ。（ごめんなさい、いわないで）って言いっているのでしょうか。にせつむりは、気き分ぶんでカラを変かえたりしているから、みんなにはバレているんですけどね。




　そんな、ゆるくって、でもちょっとふしぎな、すみっコたち。

　今日きょうも仲なかよく……あっ。みんなが、すみっこに集あつまってきました。みんな、すみっこが大だい好すきですからね。すみっこにいたいんです。

　ええっと、仲なかよく……何なにをしているんでしょう？

　ああ、いつもの「みんなで、たてづみになる」ポーズになったみたいです。みんな、やっぱりこれだね、ってホッとした顔かお。
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　そうそう、すみっこ、ここが落おちつくんですよね。

　それではあらためて、今日きょうもみんなで仲なかよく、すみっこでくらしている、すみっコたちのお話はなしをはじめましょう。







[image: ２　『喫茶すみっコ』]




　ぐうぅ～っ。




　だれかのおなかがなりました。だれのおなかでしょう？

　みんな、おたがいを見みて、はてなマークを浮うかべています。




　ぐうううぅ～っ。




　また、なりました。……あれ？　ねこの顔かおがみるみる赤あかくなっていきます。

　ざわざわしていたみんなも、まっかになってひや汗あせをかいているねこに、気きづいたみたい。

　そう、これは、くいしんぼうのねこのおなかの音おと……。

　ねこは、はずかしがってジタバタしはじめちゃいました。でも、みんながたてづみになっているのに、そんなにジタバタしたら……。

　ほら！　すみっコたちはバランスをくずして、ころころと床ゆかにころがってしまいます。

　起おき上あがったしろくまが、「ごはんたべにいく？」と、みんなの顔かおを見みまわします。

「……さんせーい」とねこがはずかしそうに、こたえます。

　みんなも、うんうん、とうなずいています。どうやら、みんなでごはんを食たべに出でかけることになったみたい。

　どこに行いくんでしょう……。もしかして？　うん、みんなの心こころは決きまっているようです。思おもい思おもいに出でかけていきます。

　あれ？　ひとり、まだ本ほんにむちゅうなぺんぎん？だけ残のこされていますが……。




　ウィ～～～ン。




　上うえの方ほうからあらわれた、なぞのアームにつかまれて、運はこばれていきました。

　あのアームはときどきあらわれて、すみっコたちを運はこんでいくのですが、どこから来くるのか、何なにものなのか、だれも知しりません。もし知しっていたら、こんど、教おしえてくださいね。
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　さて、すみっコたちが向むかっているのは、お気きに入いりのお店みせ『喫きっ茶さすみっコ』です。

　コーヒーまめみたいな姿すがたをした、その名なも「まめマスター」がひくコーヒーが、ぜっぴんなんです。

　ここで働はたらいているのは、まめマスターと、アルバイトの「おばけ」です。「おばけ」は、まめマスターのコーヒーにほれこんでいます。

　おばけは、掃そう除じ好ずきなんです。今いまも、ほうきを手てに、「ほこり」がいるところを、せっせとパタパタしています。

　でも、ほこりたちは、ふわふわと楽たのしそうに逃にげまわるばかり。おばけがあそんでくれている、と思おもっているのでしょうか？　おばけは、そんなほこりたちを追おいかけまわします。あっちへ行いき、こっちへ行いき……そのうちに、おばけは、ものおきにたどりつきました。

　ものおきの中なかは、うす暗ぐらくて、ちょっとこわそう。でも、この中なかにほこりがいるはず……。

　おばけは、そっとものおきのドアをあけて、その中なかをかたづけながら、ほこりたちを探さがしはじめました。

　おや？　おばけが、何なにか見みつけました。床ゆかにある、とびらのようです。ここで働はたらいているおばけも、このとびらの向むこうに何なにがあるのかわからないみたい。しかも、何なにやらガタガタ動うごいています。

　おばけが、おそるおそる、そーっと開あけてみると……。




　わ───っ！





[image: ]



　大たい量りょうのほこりが飛とび出だしてきました！

　さっそく、掃そう除じを……いいえ、ちょっと待まってください。

　なぞのとびらの奥おくには、さらに下したにつづく、ぐるぐるの「らせん」階かい段だんがあるみたいです。

　おばけは、地ち下かに部へ屋やがあるなんて初はじめて知しりました。ちょっとこわいけど、気きになる……。

　けっきょく、おりてみることにしたようです。

　ほうきを横よこにおいて、かわりに、そばにあったランタンに火ひをともし、ゆっくり、ドキドキ、少すこしふるえながらおりていきます。

　おばけは、おばけなのに、ちょっとこわがり屋やさんなんです。

　そのうち、おばけは地ち下か室しつにたどりつきました。はじめて来くるところです。おばけがふよふよっとそこに入はいると……。

（わっ！）

　かべに、ぶきみな大おおきな影かげが！　おばけは、びっくりして後うしろの棚たなにぶつかっちゃいました。棚たなにあった本ほんが何なん冊さつか、バラバラと床ゆかに落おちてしまいます。

（…………？）

　おばけが、そ～っとよく見みると、かべの影かげは、おばけ本ほん人にんの影かげでした。ランタンに照てらされて、大おおきくうつってしまっていたんです。おばけは、ほっとむねをなでおろしました。

　……おや？　おばけ、また何なにか見みつけたようです。

　さきほど床ゆかに落おちた本ほんの中なかの一冊さつ、ずいぶん古ふるそうな絵え本ほんが、ポワッと光ひかっているみたい。

　ちょっと気きになったおばけは、そのボロボロの絵え本ほんを手てにとってみました。表ひょう紙しには、『せかいのおはなし』と書かいてあります。

　と、おばけはお掃そう除じのとちゅうだったことを思おもい出だします。




　お掃そう除じが終おわって、地ち下か室しつもすっかりきれいになりました。かたづけ忘わすれていた絵え本ほんを机つくえの上うえにおいて、おばけが地ち下か室しつから出でていこうとしたとき……。

　……おや？　絵え本ほんの様よう子すがヘンです。絵え本ほんから、ブワッと何なにかがあらわれて、おばけにおそいかかり……。




　──ガシャーン！




　……机つくえの上うえにあったランタンが、床ゆかに落おちる音おとがしました。
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　一いっ方ぽう、その少すこし前まえ。

　おなかを空すかせた「すみっコ」たちが、わいわいと『喫きっ茶さすみっコ』にやってきました。

　みんなに向むけて「いらっしゃい」と手てをあげたまめマスターは、なぜか、コーヒー豆まめのビンのフタ部ぶ分ぶんにすっぽりはまって、動うごけなくなっていました。

　みんなは、「また、ハマってる……」と、少すこしあきれ顔がお。

　まめマスターはコーヒー豆まめをビンの中なかから取とろうとすると、足あしをすべらせてハマッてしまうことがよくあるようです。

　ねこが、コーヒー豆まめのビンをおさえて、しろくまが、まめマスターを持もちます。きゅっきゅっと、少すこしずつまめマスターを動うごかして……スポン！
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　まめマスターは、ぶじ、ビンから抜ぬけ出だすことができました。

「ありがとう」と、おじぎ。

　ところで、しろくまとねこは、いつもお店みせで働はたらいているおばけがいないことに、気きづいたみたいです。

　まめマスターが、おばけは別べつの場ば所しょの掃そう除じをしているよ、と教おしえてあげました。しろくま、納なっ得とくです。

　まめマスターはみんなに、「ごちゅうもんは？」と聞ききました。

　みんな、すみっこにあるソファ席せきに座すわって、思おもい思おもいに注ちゅう文もんをはじめます。

「ホットケーキ」と、とんかつ。

「カレーライス」と、とかげ。

「サンドイッチ」と、ぺんぎん？。

　先さきに座すわっていたみんなのところに、ねことしろくまがあわてて追おいついていき、しろくまはナポリタンを注ちゅう文もんしました。食たべることが大だい好すきなねこは、うれしそうに「オムライス！」と両りょう手てをあげています。

『喫きっ茶さすみっコ』には、メニューがたくさん！　どれも、とっても美味おいしくて、すみっコたちのお気きに入いりなんです。

　ぺんぎん？は、まめマスターに、「サンドイッチにきゅうりましましで！」なんて、お願ねがいをしています。

　まめマスターがうなずいてキッチンに入はいっているあいだ、とんかつとえびふらいのしっぽは、テーブルに並ならべられたソースや塩しおをいじりはじめました。どんな調ちょう味み料りょうをかけたら美味おいしくなれるか？　ふたりはいつも、そんなことを考かんがえています。

　とんかつが塩しおを手てに取とって、これはどうかな？　と、ぱっぱっとふってみます。

　それを見みてあわてたのは、にせつむり。にせつむりは、塩しおがかかると、とけちゃうんです。いそいで、塩しおから距きょ離りをとります。

　おや？　まめマスターが、キッチンから出でてきて、外そとに行いこうとしていますね。

　どうしたんでしょう。すみっコたちも、気きになっています。

　まめマスターはふりかえって、「きゅうり」と言いって、買かいものに出でかけて行いってしまいました。

「きゅうりましましサンドイッチ」のためのきゅうりが、足たりなくなってしまったようです。

　ごはんは、まめマスターが買かいものからかえってくるまで、ちょっとおあずけになりました。

　おなかがすいていたすみっコたちは、ぺんぎん？をじーっと見みています。ぺんぎん？が、きゅうりましましなんてたのむから。

　ぺんぎん？は、もうしわけなさそうに、小ちいさくなってしまいました。

　そこに……。




　……──ガシャーン！




　すみっコたちの足あしもと、地ち下か室しつの方ほうから、大おおきな音おとが聞きこえてきました。




（！！！）




　これは、さっき、机つくえの上うえからランタンが落おちたときの音おとです。でも、すみっコたちは、それを知しりません。

　みんな、顔かおを見み合あわせて、どうしよう……？　というふんいき。

　もしかしたら、今いまここにいないおばけに、何なにかあったのかも？

「いってみる？」

　と、とかげが言いいますが、みんなサッと目めをそらしてしまいます。

　すごく気きになるけど、ちょっとこわいんですね。

　するとみんなの中なかでとびきりポジティブなざっそうが、ぴょんと飛とび出だしました。

「みてくるよ！」

　ざっそうは、地ち下か室しつの様よう子すを見みにいくことに決きめたみたい。

　たぴおかたちも、それにならって、後あとについて行いってしまいました。

　しろくまは、どうしよう……と、残のこりのみんなをふりかえりました。みんな、まだ、勇ゆう気きが出でなくてモジモジしています。

　ぺんぎん？は、持もってきたアラビアンナイトの本ほんを取とり出だしました。

　これを読よんで、みんなの帰かえりを待まとうとしているようですが……あっ！　また、どこからかなぞのアームがやってきて、ぺんぎん？をつかまえました。そのまま、ウィ───ンと地ち下か室しつのほうへ運はこんで行いきます。

（……あ、あわわわわわ）

　すみっコたちは、いきなりつれさられたぺんぎん？に大おお慌あわてで、そのあとを追おいかけて行いくことになりました。

　……あ、しろくまが、いったん戻もどってきましたね。だいじな「ふろしき」をわすれていたことに、気きがついたみたいです。

　あらためて、ふろしきをつかんで、いざ！　出しゅっ発ぱつです。







[image: ３　絵本の世界!?]




　音おとをたよりに、店みせの奥おくの、その先さきにある地ち下か室しつへやってきた、すみっコたち。

　ここはどうやら、まめマスターの、ひみつの部へ屋やみたいです。

　いろいろなコレクションや、ガラクタみたいに見みえるものが、たくさん並ならんでいます。

　とんかつとえびふらいのしっぽは、たくさんの調ちょう味み料りょうが置おかれた棚たなを見みつけて、目めをかがやかせて喜よろこんでいます。

　ねこは、初はじめてくる場ば所しょに少すこし怖こわがっているのでしょうか？　段だんボール箱ばこを見みつけて、その中なかで丸まるまってしまいました。

　ぺんぎん？は、コレクションの中なかのお皿さらが気きになるみたい。お皿さらを、頭あたまにかぶるように当あてていますね。お皿さらって、そういう使つかい方かたをするものじゃないのに、なんだかしっくりくるような？

　とかげが、恐きょう竜りゅうのぬいぐるみを見みつけて、しげしげとながめています。恐きょう竜りゅうのお母かあさんを、思おもい出だしているのでしょうか。

　しろくまは……ランタンの炎ほのおであたたまっています。しろくまにとって、地ち下か室しつは少すこし寒さむいみたいです。

「ガシャーン」という音おとが気きになってここへやって来きたのに、みんな、自じ由ゆうですね。

　おや？　えびふらいのしっぽが、何なにかを見みつけたようです。

　それは、ぽうっと光ひかる絵え本ほんでした。題だい名めいは、『せかいのおはなし』……そうです。おばけが見みつけた、あの、絵え本ほんです。

　えびふらいのしっぽは、ぱらぱらと絵え本ほんをめくります。すると、お家うちのパーツがブワッと飛とび出だしてきました！
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　どうやらこれは、「とびだす絵え本ほん」のようですね。

　そして、見みたところによると、どうやらここは、「桃もも太た郎ろう」のページのようです。

『むかしむかし、あるところに、おじいさんとおばあさんが……』

　おや？　いませんね。

　おじいさんとおばあさんも、桃もも太た郎ろうも、見みあたりません。このとびだす絵え本ほんからは、だいじな登とう場じょう人じん物ぶつのパーツが、なくなってしまっているみたいです。

　とんかつが、いつのまにかえびふらいのしっぽがいなくなっていることに気きがつきました。あたりを見み回まわして、絵え本ほんをながめているえびふらいのしっぽを見みつけたようです。（何なにしてるの？）と、近ちかづいていきます。

　そして、ぽうっと光ひかるとびだす絵え本ほんを見みて、目めをかがやかせました。
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　一いっ方ぽう、おばけはというと。

　……？

　ここは、どこでしょう。

　とびだす絵え本ほんの中なかから何なにものかにおそわれて、見み覚おぼえのない場ば所しょへ運はこばれてきてしまったようです。

　しかも、いつのまにか、背せ中なかにはチョウチョのはね、頭あたまにはチョウチョのしょっかくがはえた、かわった姿すがたになっています。

　おばけがあたりを見み渡わたすと、小ちいさな山やまのようなものがありました。

　ツノがはえていて、目めと口くちがあります。そして、口くちからは、ベロのようなものがのぞいていました。

　いかにも、引ひっぱってください、というふんいきです。

　おばけは、つきだされたベロのしかけをつかんで、引ひっぱってみました……。
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　お話はなしをもどして、絵え本ほんをながめている、とんかつとえびふらいのしっぽを見みてみましょう。

　おばけがナゾの場ば所しょでナゾのしかけを作さ動どうさせたタイミングで、絵え本ほんから、金かな棒ぼうを持もった鬼おにのような怪かい物ぶつが飛とび出だしてきました！

　鬼おにはそのまま、大おおきく口くちをあけて、えびふらいのしっぽたちを吸すい込こんでしまおうとします。

（！！！！！）

　鬼おには、えびふらいのしっぽを、絵え本ほんの中なかに吸すい込こもうとしているようです。

　大たい切せつななかまのピンチに、とんかつは大おおあわて。

　えびふらいのしっぽをつかんで、引ひっぱりもどそうとします。
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（!?　どうしたの!?）

　ほかのすみっコたちも、大たい変へんなことが起おこっていることに気きがつきました。

　あわててかけよってきて、えびふらいのしっぽを引ひっぱっているとんかつを引ひっぱって、さらにその後うしろから引ひっぱって、えびふらいのしっぽを助たすけようとします。




　ウィ───ン！




　あっ、ついになぞのアームまであらわれて、手てつだいはじめました。

　しかし、鬼おにの吸すい込こむ力ちからはとっても強つよかったのです。すみっコたちは、せいいっぱいがんばりましたが、ついに……。

（うわ～～～っ!!）

　みんな、絵え本ほんの中なかに吸すい込こまれてしまいました。

　絵え本ほんの外そとには、アームが最さい後ごにかろうじてつかんだらしい、にせつむりのカラだけが、コロンと落おちました。

　これから、どうなってしまうんでしょう？
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　青あおい空そら、白しろい雲くも、山やまに川かわ。

　あたりには、どこかなつかしい、昔むかしの日に本ほんふうの景け色しきが広ひろがっています。

　むこうがわに、サル、タヌキ、ウサギなどもいて、ピョコピョコ動うごいています。




　そう、ここはどうやら、さっきの、とびだす絵え本ほんの中なかのようです。

　遠とおくに見みえるゴツゴツした島しまは、鬼おにヶが島しまでしょうか？　「桃もも太た郎ろう」の世せ界かいで、まちがいなさそうですね。

　そして、わらぶき屋や根ねのおうちの前まえには、とんかつと、しろくまが立たっています。

　ふたりの様よう子すは、いつもとちょっとちがうようです。

　とんかつは、おじいさんのかっこう。しろくまは、おばあさんのかっこうをしています。

　そういえば、このとびだす絵え本ほんからは、おじいさんやおばあさんがいなくなっていましたね。

　欠かけてしまった登とう場じょう人じん物ぶつのかわりに、とんかつとしろくまが、登とう場じょう人じん物ぶつになっちゃったんでしょうか。

　とんかつとしろくまは、とつぜんのことに、とまどっているみたい。

　そのとき、どこからともなく、ふしぎな声こえが聞きこえてきました。

　どうやら、「本ほんの声こえ」のようです。




『むかしむかしあるところに、おじいさんと、おばあさんがいました……』




　これは、むかしばなし「桃もも太た郎ろう」の、はじまりの一いち文ぶんです。

（……おじいさん？）

（おばあさん）

　しろくまと、とんかつが、おたがいを見みて、首くびをかしげあっています。

　あっ！　とんかつが、何なにか大たい切せつなことに気きがついたようです。

　大たい変へんです。えびふらいのしっぽの姿すがたがありません。

　とんかつは、あわててえびふらいのしっぽを探さがしはじめました。

　近ちかくにあった、「しっぽ」っぽいものをひろい上あげますが、これは、ふたまたになった、ただの葉はっぱ……。ポイッとして、次つぎです。

　とんかつは、そばにあった「しげみ」に頭あたまをつっこんで、ガサガサと、えびふらいのしっぽを探さがしはじめました。

　しげみになったたぴおかたちは、キョトンとしていますが、とんかつは……。

（どこ？　どこ？）

　とっても、必ひっ死しです。

　しかし、そんなことはおかまいなしに、「本ほんの声こえ」が聞きこえてきます。

『おじいさんは、山やまへしばかりに……』

　いやいや！

　おじいさん役やくのとんかつは、今いまはそれどころじゃありません。

　ガサガサガサ……えびふらいのしっぽは、「しげみ」の中なかにはいませんでした。

　とんかつは、どうしよう……と考かんがえて、ちらっと下したを向むきました。

　そこには、たぴおかたち。

（……！）

　とんかつは、たぴおかの頭あたまに、さっき「ポイッ」としたふたまたの葉はっぱをくっつけました。

　これは、なかなか、「えびふらいのしっぽ」に似にています。とんかつは、そのたぴおかを持もって、絵え本ほんの住じゅう人にんたち……野の原はらに住すむ、ウサギやサルやタヌキに、見みせに行いきました。

「しらない？」

　こんな子こ、見みかけなかった？　と、聞きいているようです。
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　どうぶつたちは、おたがいに顔かおを見み合あわせます。

　ヒソヒソ、ヒソヒソ、何なにか相そう談だんをしているようです。そして、とんかつに向むけて……。

（山やまで見みた！）

　ウサギ、サル、タヌキは、ビシッと山やまを指ゆびさしました。

　とんかつがふりかえると、山やまへのなが～い道みちのりが。

（あんなに、とおく？）

　とんかつは、ハッとして、思おもわず持もっていたたぴおかを落おとしてしまいました。

（～～～！）

　そして、山やまへと、いちもくさんです。全ぜん速そく力りょくで山やまへむかいます。

『おじいさんは、山やまへしばかりにいきました』

　そうですね。けっきょく、この「本ほんの声こえ」の言いうとおりになりました。

　そして、この「本ほんの声こえ」は、まだまだつづくようです。




『おばあさんは、川かわへせんたくにいきました』

　どこかから聞きこえるこの「本ほんの声こえ」を聞きいて、タラッと汗あせをうかべる、おばあさん役やくの、しろくま。

　そんなしろくまの背せ中なかを、さっきの動どう物ぶつたちが、グイグイ押おしています。

『おばあさんは、川かわへせんたくにいきました』

　どうやら、「本ほんの声こえ」や、動どう物ぶつたちは、しろくまおばあさんを川かわに向むかわせたいようです。

　お話はなしの住じゅう人にんたちは、大たい切せつな役やくが欠かけてしまって、なり立たたなくなった「桃もも太た郎ろう」のお話はなしを、しろくまたちにやってほしいみたい。




　ぐいぐい、ぐいぐい。




　しろくまは、（わかったから、おさないで～！）という顔かおをしています。




　ぐいぐい、ぐいぐい。




　結けっ局きょく、しろくまは、川かわへ連つれていかれてしまいました。




　……おや？

　今いま、小こ屋やのそばの草くさむらが、ガサッと動うごきました。

　そこからヒョコンと顔かおを出だしたのは、にせつむりです。その背せ中なかには、何なにも乗のっていません。

　絵え本ほんの中なかに吸すい込こまれたとき、アームにつかまれて、カラだけ絵え本ほんの外そとに置おいてきてしまったようです。

　にせつむりは、カラがないと落おち着つかない様よう子すで、何なにかカラのかわりになるものを、きょろきょろと探さがしています。

　……ありました！

　ちょうどいい大おおきさの貝かいがらが落おちています。にせつむり、カラをのせて、ひと安あん心しんです。

　そして、近ちかくにある岩いわにのぼりはじめました。

　そして、これは、ただの岩いわではなさそうです。

　背はい景けいの「岩いわ」の役やくになった、とかげでした。よく見みると、同おなじく背はい景けいに選えらばれたらしいぺんぎん？とざっそうが、植しょく物ぶつのかっこうをしています。




　そのころ、山やまにむかった、とんかつはというと……。

（えびふらい～えびふらいのしっぽ～どこ～？）

　足あし場ばのわるい、ゴツゴツした道みちも、なんのその。とちゅうでちょっとつまずいて、ころがってしまいましたが、気きにしません。

（どこ～～～!?）

　親しん友ゆうを見みつけるために、むがむちゅうです。

　山やま道みちに生はえているキノコやタケノコも、よく見みたら、たぴおかたちが演えんじています。

　今いま、とんかつの前まえを、ぴょんぴょんと、すうひきのウサギがはねていきました。

　これには、とんかつも足あしを止とめます。




　ぴょん、ぴょん、ぴょん。




　ウサギがいっぴき、ウサギがにひき、ウサギがさんびき……。

　あっ！

　最さい後ごに通とおりすぎていった茶ちゃ色いろいウサギは、えびふらいのしっぽが演えんじているウサギでした。ここにいたんですね！

　やっと会あえた、えびふらいのしっぽ。

　でも、えびふらいのしっぽは、とんかつに気きがつかなかったようです。ウサギになりきって、ぴょんぴょん行いってしまいます。

（おーい、待まって～！）

　とんかつは、こんどはその後あとを追おいかけはじめました。




　さて、川かわに来きたしろくまは、どうなったでしょう？

　しろくまは、さっきから、川かわを見みながらまごまごしています。川かわで、何なにをすればいいんでしたっけ？

　そこに、またあの「本ほんの声こえ」が聞きこえてきました。

『おばあさんが、川かわでせんたくをしていると……』

　そうでした。せんたくすればいいんですね。

　しろくまは、いつのまにか背せ負おっていた「せんたくカゴ」の中なかから、せんたくものを取とり出だしはじめました。すると、その奥おくからは、しろくまがとっても大たい切せつにしている、ふろしきが出でてきました。

（しわくちゃ）

　なんだか、しわくちゃになってしまっています。

　しろくまが、みけんにしわをよせてふろしきを見みつめていると……。

『どんぶらこっこ、すっこっこ。川かわから、大おおきなモモが流ながれてきました』

「本ほんの声こえ」にあわせるように、大おおきな「モモ」が、川かわを下くだってきます。

　しろくまも、それに気きづいたようです。

『どんぶらこっこ、すっこっこ。

　どんぶらこっこ、すっこっこ……。

おばあさんは、モモをおうちに持もって帰かえりました』

　そうです。「桃もも太た郎ろう」のお話はなしでは、おばあさんはモモを持もって帰かえらなければいけません。

　しかし、流ながれてきたモモはしろくまよりずっとずっと大おおきかったのです！

　これでは「大おおきなモモ」ではなく「きょだいなモモ」。

　こんなモモをどうやって「持もって帰かえる」のか、しろくまはタジタジです。

　それでも、絵え本ほんの世せ界かいの動どう物ぶつたちは、しろくまに、モモを持もって帰かえってほしいみたい。しろくまを、グイグイ川かわへと押おしています。
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　しろくまは、（まって、まって……）というようにあわてますが、動どう物ぶつたちは待まってくれません。

　ついに……。




　バシャーン！




　しろくまは、川かわへ落おちてしまいます。そんなしろくまに、せまりくる、大おおきすぎるモモ……。




　どーん！




　ついに、モモが、しろくまに「たいあたり」しました。

（ぐ、ぐぬぬ～……）

　しろくまは、なんとかモモを持もちあげようと、全ぜん力りょくを出だしているみたい。

　しろくま、がんばって！

　でも、さすがにこの大おおきさは……。




　山やまの中なか。

　とんかつは、まだ、ウサギになりきってぴょーんぴょーんとはねているえびふらいのしっぽを、追おいかけまわしていました。

　ああっ、あぶない！

　ウサギになってしまってぼーっとしているえびふらいのしっぽは、ガケから、ぴょーんと飛とび出だしてしまいます。

　親しん友ゆうのピンチを、放ほうっておくとんかつではありません。

　とんかつも、えいっ！　とガケを飛とび出だして、空くう中ちゅうでえびふらいのしっぽをつかまえることに成せい功こうしました。

　ナイスキャッチ！

（！）

　それで、やっとえびふらいのしっぽがわれに返かえり、とんかつを見みつめます。

　かんどうの再さい会かいです。よかったね、ふたりとも。

　……ただし、ここが空くう中ちゅうでなければ。

　おたがいを見みてよろこんだのは、つかのま。

　とんかつは、えびふらいのしっぽを抱だきかかえたまま、ひゅ───っと下したに落おちていってしまったのでした。

（わ───っ！）

　山やまのさか道みちに落おちたふたり。そのまま、ゴロゴロゴロゴロ……と、さか道みちを下したへ向むかって転ころがり落おちていきます。

　ふたりの行いき先さきは、いったい？




　──バシャバシャバシャバシャ！




　大たい変へんなことになっているのは、しろくまも同おなじです。

　大おおきすぎるモモ相あい手てに、川かわの中なかで、なんとかふんばっていますが、（もうむり～っ！）とでも言いいたげに、涙なみだ目めです。

　絵え本ほんの住じゅう人にん、動どう物ぶつたちは、のんきにしろくまを応おう援えんしています。

　しかし、このさわぎに集あつまってきた「草くさ」のざっそう、「花はなの木き」のぺんぎん？、「岩いわ」のとかげは、オロオロするばかり。

　と、すみっコたち、何なにかに気きがつきました。

　山やまの方ほうから、すごいいきおいで転ころがってくる、おだんごみたいになった、何なにか……あれは、とんかつと、えびふらいのしっぽです！

　とんかつとえびふらいのしっぽは、その先さきにある大おおきなモモに……。




　──ドッシーン！




　げきとつしてしまいました。

　モモはそのしょうげきで、川かわからはねとばされます。ついでに、モモにしがみついていたしろくまも。

　しろくま、とんかつ、えびふらいのしっぽは、大おおきなモモのそばで、そろって目めを回まわすことになりました。

　ほかのすみっコたちも、ポカーン。

（だ、だいじょうぶ……？）という顔かおで、３人にんを見み守まもっています。

　でも、大おおきなモモを川かわからひきあげることには成せい功こうしていますから、けっかオーライ……なのでしょうか？




　そこにどこからともなく、チョウチョの姿すがたになったおばけが現あらわれました。

　ひと足あし先さきに、絵え本ほんの中なかに入はいっていたようです。

『モモを切きってみると、中なかから、元げん気きな桃もも太た郎ろうが生うまれました』




　また、「本ほんの声こえ」が聞きこえました。

　しろくまおばあさんは包ほう丁ちょうでモモを、すぱっとまっぷたつに切きりました。

　さあ、元げん気きいっぱいの桃もも太た郎ろうが、中なかから飛とび出だしてくるはずです！

　みんな、モモの中なかをのぞきこみました……あれ？

『モモから生うまれた、桃もも太た郎ろう！』

　もも、たろ、う……？

　モモの中なかにいたのは、丸まるまってしまっている、ねこ。

　みんなのしせんをあびて、モゾモゾと起おき上あがり、チラッとみんなを見みると、またすぐに目めをそらしてしまいました。

　ねこの頭あたまには、モモのマークがついた、はちまき。ねこが着きているのは、勇ゆう敢かんな、桃もも太た郎ろうの服ふく。

「桃もも太た郎ろう」役やくにえらばれたのは、まちがいなく、ねこのようです。

　でも、ねこはとっても気きが弱よわいんです。

　そんなねこの性せい格かくをよく知しっているすみっコたちは、（ねこが、ももたろうをするの？）と、とまどいがち。

　ねこは、緊きん張ちょうでブルブルふるえています。
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　あっ、ついに、自じ分ぶんが入はいっているモモをガリガリひっかきはじめてしまいました。

『桃もも太た郎ろうは、悪わるい鬼おにを退たい治じしに、鬼おにヶが島しまへ向むかいました』

　聞きこえてくる「本ほんの声こえ」に、サーッと青あおくなる、ねこ。

「そうなの!?」

　まわりのすみっコたちに、かくにんしているようです。

　ぺんぎん？が、少すこし同どう情じょうした様よう子すで、こくっとうなずきます。

　桃もも太た郎ろうは、オニを退たい治じしにいくものですからね。本ほんを読よむのが好すきなぺんぎん？は、お話はなしを知しっていたようです。

　しかし、これを聞きいたねこは、大だいパニックです！

　むりむりむり！　とばかりに、あわててジタバタしています。

　しかし、声こえはまだつづきます。

『桃もも太た郎ろうは、イヌ、サル、キジをおともにして、鬼おにヶが島しまへ、出でかけました』

「ど、ど、どうしよう」

「本ほんの声こえ」の言いっていることは、ねこにとって、こわいことだらけ。

　主しゅ人じん公こうだっていうことすらムリなのに、その上うえ、こわ～いオニと戦たたかいに冒ぼう険けんに行いくなんて、ねこにとって、考かんがえられません。

　ねこは、うずくまって落おちこんでしまいました。

　そこに、「日に本ほん一いち」とかかれたハタをひらりと持もって、イヌ、サル、キジが近ちかづいてきました。

　ワクワクした目めで、モモの中なかで丸まるまってふるえているねこを見みています。

（ひいいい！）

「桃もも太た郎ろう」が来くるのが待まちきれなくて、もう、おともが来きてしまったようです。

『桃もも太た郎ろうは、イヌ、サル、キジをおともにして……』

　……あれ？

　イヌ、サル、キジの後うしろから、小ちいさなだれかがついてきました。

　丸まるっこくて小ちいさい、これは……ひよこ？　でも、色いろは黄き色いろじゃなくて灰はい色いろで……？
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「ひよこ……」

（ひよこだ……）

（なんで？）

　ことのなりゆきを見み守まもっていたすみっコたちは、みんな、ハテナマークをうかべています。

「桃もも太た郎ろう」のおともに、ひよこなんていましたっけ？

　これには、さっきまでふるえていたねこも、おどろいて、ひよこ？を見みつめます。

　ひよこ？は、全ぜん員いんに見みつめられて、モジモジしています。モジモジというか、プルプルというか……。




　……じ───っ。




　ああっ。全ぜん員いんから見みつめられたひよこ？は、ついに、泣なきはじめてしまいました。

　これは、どういうことなのでしょうか。




（いったん、おちつこう）

（そうだね）

（そうしようか）

　いろいろなことがあって、あっというまでしたが、もう空そらには月つきがうかんでいます。

　どっちにしろ、「桃もも太た郎ろう」の出しゅっ発ぱつは、朝あさになってからにしましょう。

　だから、すみっコたちは、いったん、おじいさんとおばあさんの家いえで落おちついて、ひよこ？にたずねてみることにしました。

　いろりのまわりにぐるりと座すわって、みんなでお茶ちゃを手てに、いちだんらくです。

　しろくまが、ひよこ？に「きみはだれ？」と、聞きいているようです。

　ひよこ？は、かなしそうな顔かおで、首くびをかしげました。自じ分ぶんがだれだか、わからないようです。

　こんどは、ねこが、「どこからきたの？」。

　ひよこ？は、こんどもまた、首くびをかしげます。どこから来きたのかすら、わからないんですって。

「おうちは？」と、これは、とかげ。

　ひよこ？は、首くびをかしげつづけます。

「なかまは？」　これは、とんかつ。

「なかま！」

　ひよこ？は、「なかま」ということばに、ピクンと体からだをふるわせ、ひときわ大おおきく反はん応のうしました。

　そして、何なにかを思おもい出だしたようなしぐさをしました。
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　お話はなしの世せ界かいの中なかでは、登とう場じょう人じん物ぶつたちは、とっても仲なかよしです。

　たとえば、「桃もも太た郎ろう」のイヌ、サル、キジは、ふだんは楽たのしくあそんでいます。サルがイヌのためにホネをなげてあげて、イヌとキジがそれを追おいかけたり、じゃれあったりしています。

　でも、ひよこ？には、そんな「なかま」がいないみたい。

「たのしそう……」

　じぶんがだれかも、どこから来きたかも、家いえも、なかまもわからない。

　ひよこ？はいつも、さみしがっていました。

（なかま……ほしい……）

　そんなときです。

　ひよこ？は、空そらにとつぜんあらわれた光ひかりの穴あなから、すみっコたちが落おちてきたところを、ぐうぜん見みていました。

（わあ、なに？）

　空そらから落おちてきた……もしかして……なかま……？

　ひよこ？は、落おちてきたすみっコたちを追おいかけました。

　すみっコたちに興きょう味みがわいたひよこ？は、こっそり、すみっコたちをかんさつしていました。そして、すみっコたちが「なかま」どうしであることを知しって、もっともっと興きょう味みがわきました。

　そこで、「桃もも太た郎ろう」のとちゅうで、こっそりまぎれこもうとしたみたいです。
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　ぺんぎん？が、「ひとりぼっちなんだね……」と、ひよこ？を見みました。

「うん……」

　ひよこ？は、しょんぼりとうなずきます。

「まいご？」

　ねこが、首くびをかしげます。ひよこ？は、また、泣なきそうになりました。

　ぺんぎん？は、何なにやら考かんがえこんでいるようです。

（まいごのひよこ？は自じ分ぶんが誰だれかも分わからない……ということは、自じ分ぶん探さがし中ちゅう？　それって！）

　ぺんぎん？は、とつぜんひよこ？のそばにいって、いきおいよく、ぎゅっ！　とひよこ？を抱だきしめました。

　いつも自じ分ぶん探さがしをしているぺんぎん？は、ひよこ？のなやみを、自じ分ぶんのことのように感かんじたようです。（わかる、わかるよ！）と言いいたげに、ひよこ？を抱だきながら「うんうん」とウルウルし、しきりにうなずいています。

　そして、ひよこ？の手てをとって、かれいにクルッとターン。

　ふたりで、ぴしっと決きめポーズ！

　これには、さっきまでしょんぼりしていたひよこ？もおどろいて、涙なみだもどこかへいってしまった様よう子すです。

「このコのおうちをさがそう！」

　ぺんぎん？は、みんなに向むけて、力ちから強づよく、そう宣せん言げんします。

　そして、ひよこ？の手てをつかんだまま、いきおいよく外そとに飛とび出だして行いってしまいました。
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　残のこされたすみっコたちは、ぽかーん。

　大だい丈じょう夫ぶでしょうか？　今いま、お月つきさまがまんまるな、夜よるなんですけど……。

　すみっコたちは、ぺんぎん？の様よう子すを見みに、家いえの外そとへ出でていきました。




　ドドドドドドド……。

　ぴたっ。くるっ。ドドドドドドド……。




　あ、飛とび出だして行いったぺんぎん？が、また、いきおいよくもどってきました。

　そして、キキーッ！　と、急きゅうブレーキ。ぽかーんとしているすみっコたちの前まえで、はずかしそうにひよこ？に聞ききました。

「ど、どこいこう？」

　これには、すみっコたちもあきれ顔がお。

　ひよこ？への情じょう熱ねつのあまりに走はしり出だしてしまいましたが、どこへ行いけばいいのかは、まったく考かんがえていなかったんですね。

　もういちど、しきりなおして、みんなで考かんがえることにしました。




　さて、こんな大おおさわぎの中なか、ずーっとしらん顔かおの、マイペースでいるコたちがいました。

　たぴおかたちです。たぴおかたちは、周しゅう囲いをのんびり探たん検けんしていました。

　そして、何なにかを見みつけたようです。上うえからぶらさがっている、ヒモ？

　これをひっぱることで、しかけが作さ動どうするようですが……。

　たぴおかたちは、ヒモに手てがとどくように３段だんに重かさなると、そのヒモを、まよいなく、ぐいっとひっぱりました。すると。




　ぱかっ！




　いきなり！

　すみっコたちが立たっていた地じ面めん、そのものが、下したに向むけたとびらのように、パカッと開ひらいたのです！

（！！！！！）

　とつぜんのことに、すみっコたちは落おちて行いくしかありません。

　飛とべるから落おとし穴あなには落おちないおばけも、少すこし迷まよってからみんなを追おって穴あなの中なかに向むかったようです。

　たまたま穴あなをよけられたねことざっそうだけが、「桃もも太た郎ろう」の世せ界かいに取とり残のこされることになりました。
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　ここは、どこかの町まちのようです。

　色いろとりどりの屋や根ねをした、レンガづくりの家いえが、たち並ならんでいます。

　真まん中なかに見みえる、いちばん高たかいたてものは、教きょう会かいでしょうか。

　時じ間かんは、夜よる。そして、まっくらな空そらから白しろい雪ゆきがふりしきっています。

　風かぜもぴゅうぴゅう吹ふいていて、とっても寒さむそう。




　あっ！　今いま、そんな雪ゆき空ぞらの中なかを、しろくまが、ぴゅーっと落おちてきました。

　そして、つもった雪ゆきの山やまの中なかに、ぼすっ！　とうもれてしまいます。

　雪ゆきの中なかから顔かおを出だしたしろくまは、頭あたまにふろしきをかぶり、手てにマッチのはいったカゴを持もっていました。

　しろくまは、つもった雪ゆきの山やまの中なかから、うーんしょ、っとぬけ出でようとします。

　すぽっ！　ころんころん……いきおいよく出ですぎて、ころがってしまいました。

　それにしても、この世せ界かいは……。

『ある、おおみそかの夜よる、小ちいさな少しょう女じょが、寒さむ空ぞらの下したで、マッチを売うっていました』

　また、あの「本ほんの声こえ」です。

　まちがいなさそうですね。ここは、「マッチ売うりの少しょう女じょ」の世せ界かいです。

　そして、マッチを持もったしろくまは、こんどは「少しょう女じょ」役やくのようです。

　しろくまは、町まちの家いえのまどにうつった「少しょう女じょ」の自じ分ぶんを見みて、少すこし（う～ん）という顔かおをしています。

　しかし、すぐに気きをとりなおしました。

　ほかのすみっコたちがいないことに気きがついたのです。

（みんなは!?）

　きょろきょろとあたりを見みまわしますが、だれもいません。

『父ちち親おやにしかられるので、マッチを売うりきるまでは、家いえにかえれません』

　そんな「本ほんの声こえ」が聞きこえてきます。

　うーん、それにしても……。




　──ぴゅ～～～っ。




　冷つめたい風かぜが吹ふいて、しろくまは、ブルッと身みをふるわせました。

　そうです。しろくまは、寒さむいのが大だいの苦にが手て。こんな雪ゆきの中なか、マッチを売うるなんて……。

『マッチを売うりきるまでは、家いえにかえれません！』

「本ほんの声こえ」は、強ごう引いんに言いいきります。

　そうです。かわいそうですが、ふるえているしろくまは、マッチを売うりきるまでは、家いえにかえれな……。




　──シュボッ。




　あっ！

　しろくまは、売うりもののマッチに、迷まよいなく火ひをつけてしまいました。

　いちおう、少すこしでも「売うる」ことはしないといけないはずですが、大だい丈じょう夫ぶでしょうか？

『少しょう女じょは自じ分ぶんをあたためるために、マッチに火ひをつけました』

　……あ。

「本ほんの声こえ」としては、問もん題だいないみたいです。絵え本ほんのお話はなしが続つづくなら大だい丈じょう夫ぶなのかもしれません。

　しろくまがマッチの火ひを前まえに（ふぅ……）とあたたまっていると、マッチの火ひから、ほわんほわん……と、ここではないどこかの景け色しきが浮うかびあがりました。

　それは、あたたかい部へ屋やで、こたつにはいってぬくもりながら、熱あついお茶ちゃを目めの前まえにしているしろくまの姿すがたでした。

「おちゃ……」

　マッチの火ひの中なかのしろくまが、大だい好すきなお茶ちゃに手てをのばします。もうすぐで、のめる……。というところで、マッチの火ひは、あっけなく消きえてしまいました。

　これには、しろくまもびっくりしたようです。次つぎのマッチに火ひをともします。

　こんかいも、あたたかい部へ屋やと、こたつと、しろくまが見みえました。そして、お茶ちゃと、ゆげのたつスープが目めの前まえにあります。

「スープ…」

　しろくまは、よろこんでスープに手てをのばしました……が。

　こんかいも、スープを食たべる前まえに、マッチの火ひが消きえてしまいます。

　しろくまは、３本ぼん目めのマッチに火ひをつけました。

　こんどは、お茶ちゃとスープにくわえて、ほっかほかのあんまんです。

「あんまん！」

　さあ、こんどこそ……食たべる前まえに、火ひが消きえます。

　しろくま、４本ほん目めのマッチにちょうせんです。

　出でてきたのは、あつあつのラーメン。

「ラーメン！」

　いそいで、いただきます……をする前まえに、火ひが消きえます。

　５本ほん目めで出でてきたのは、たくさんの、ほっこりおでんです。

「おでん！」
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　しかし、やっぱり、食たべる前まえに、マッチの火ひが消きえてしまいました。

（…………）

　しろくまの足あしもとには、マッチの、やけ残のこりがちらばっています。

　しろくまは、なおも、マッチに火ひをつけます。

『少しょう女じょは、まぼろしを楽たのしんだが、それらはマッチの炎ほのおと同どう時じに、消きえてしまうのでした』

　こんかい出でてきたまぼろしは、しろくまの大だい好すきな、ぬくぬくのおふとんでした。

　しろくまは、どうにかしてまぼろしにさわろうとします。

　おふとんに向むかって、かけだしました！　そして、おふとんが消きえてしまう前まえに、何なにか、やわらかくてあたたかいものに抱だきつきました。

「おふとん…」

　こんどこそ、成せい功こうでしょうか？

　いいえ、しろくまが抱だきついたものは、ふわふわの、ひよこ？でした。

　しろくまがあわてて飛とびのくと、ひよこ？は、頭あたまに雪ゆきをつもらせて、ブルブルふるえています。しろくまとおなじように、とっても寒さむそうです。

　それを見みたしろくまは、「ちょっとまってて」と言いってマッチのところにもどると、ひよこ？のために、ありったけのマッチをすりました。




　──ボワッ！




　大たい量りょうのマッチを、いっぺんにすったせいで、大おおきな炎ほのおがあがります。

（か、火か事じ!?）

　しろくまはおどろきましたが、よってきたひよこ？は、にっこりです。

（あったかい）

　そんなひよこ？を見みたしろくまも、落おちつきをとりもどしました。

　マッチが見みせるまぼろしの中なかでは、あたたかい部へ屋やの中なかで、しろくまとひよこ？が、仲なかよくこたつに入はいっています。

　ふう、しあわせ……。

　……あれ？　そんなふたりのいる部へ屋やのまどの外そとから、ふたりをうらやましそうに見みつめているものがいます。

　それは、いっぴきのキツネでした。

　とっても寒さむそうなその姿すがたに、しろくまは、思おもわず「くる？」と、話はなしかけました。

　すると、キツネはうれしそうに部へ屋やに入はいってきて、まぼろしのこたつのそばで、くるんと丸まるまりました。ほっとして、あたたかそうです。

　……しかし。

『少しょう女じょはすべてのマッチに火ひをつけてしまいました』

　そうです。このこたつも、マッチのまぼろしです。マッチがもえつきると同どう時じに、部へ屋やも、こたつも、すべてなくなってしまいました。

　雪ゆきがふる、寒さむい夜よ空ぞらの下した、しろくまと、ひよこ？と、キツネは、ふたたび凍こごえることになってしまいました。しかも、マッチはもう、残のこっていません。

「どうしよう……」

　必ひっ死しで考かんがえる、しろくま。

　しろくまは、ふいに顔かおを上あげました。雪ゆきがふりしきる町まちの遠とおくに、山やま並なみがありました。そして、その上うえに、三日みか月づきが浮うかんでいます。

（……！）

　しろくまが何なにかに気きづいたみたいです。
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　少すこし、時じ間かんをさかのぼって……。

　ここは、海うみの中なか。「マッチ売うりの少しょう女じょ」の世せ界かいに飛とばされなかったすみっコたちのうち、何なん人にんかは、こちらの世せ界かいに来きていたようです。

　海うみの中なかのお話はなしはたくさんありますが、こんかいは……。
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　あ、「本ほんの声こえ」がしました。人にん魚ぎょ姫ひめのお話はなしのようですね。

　手てに貝かいがらを持もって、足あしのあたりがサカナの尾おびれのようになったとかげが、スイーッと泳およいでいます。

　さすが、本ほん当とうは海うみに住すむ恐きょう竜りゅう。泳およぎは、お手てのものです。とってもうれしそうに、気きもち良よさそうに泳およいでいます。

『ふかいふかい、海うみのすみっこ。ここには、海うみが大だい好すきな、お姫ひめさまが住すんでいました』




　パシャパシャパシャ……。

　じゃぶじゃぶ、スイスイ！




　とかげは、はしゃぎすぎて、あまり「本ほんの声こえ」が聞きこえていない様よう子す。

　でも、ひととおりあそんだあと、自じ分ぶんが何なにをするべきかを、考かんがえはじめたみたいです。

　人にん魚ぎょ姫ひめ……ではなく、とかげで、お姫ひめさまだから……。

　とかぎょ姫ひめ？

『人にん魚ぎょ姫ひめはひそかに、海うみの上うえの世せ界かいにあこがれていました』

　とかげは、その「本ほんの声こえ」にみちびかれるように上うえを見みました。するとそこには、大おおきな船ふねの、ふなぞこが見みえました。

　あの船ふねの上うえには、だれがのっているのでしょう。

　とかげは、スイーッと上うえに向むかって泳およぎ、たしかめに行いきました。

　とかげがしずかな海うみの上うえにぷかっと顔かおを出だして、船ふねのほうを見みると、そこには「帆ほ」が何なん枚まいもついた、豪ごう華かな船ふねが浮うかんでいました。

「ステキ……」

　人にん魚ぎょ姫ひめになったとかげは、うっとりとそれを見みつめています。そして、ひきよせられるように、船ふねにむかってしずかに泳およぎはじめました。




　一いっ方ぽう、船ふねの上うえでは、盛せい大だいなパーティがおこなわれていました。「パーティのお客きゃくさま」役やくのたぴおかやほこりたちが、はなやかな衣い装しょうに身みをつつみ、にぎやかにうごきまわっています。

　あっ、ほこりが、海うみからの強つよい風かぜで、バラバラになってしまいました。

　しかし、だいじょうぶ。ほこりは、ぶんれつしても、いなくなったりはしません。

　そんな中なか、いちばん大おおきくて豪ごう華かなとびらをあけて、おみこしにのってたぴおかたちにかかげられ、バーンと出でてきたのは、なんと、にせつむりです。

　カラの上うえに、ごうかなかんむりをのせ、目め元もとにはイケイケのサングラスをかけています。

　にせつむりの…王おう子じ様さま？

　にせつむりもまんざらではないようで、おみこしの上うえでまんぞくそうに揺ゆられています。




　知しっている顔かおを見みつけて、とかげは、波なみの間あいだから声こえをかけました。

　にせつむりも、とかげに気きがつきました。

「みんないる？」
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　とかげは、にせつむりに問といかけます。

　にせつむりは、ふりかえって船ふねの様よう子すを確かく認にんしましたが、とんかつや、ぺんぎん？たちの姿すがたは、見みあたりません。

　みんな、バラバラの世せ界かいに飛とばされてしまったようですね。

　それじゃあ、ほかのみんなが、どこへ行いったかというと……。
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　ぺんぎん？は、頭あたまにターバンをまいたかっこうで、さばくの国くにで目めをさましました。

　むくっと起おき上あがって、両りょう腕うでをのばし、ふぁ～っとのびをします。

　さて、ここは……？　と、あたりをキョロキョロして、おどろきました！

　ぺんぎん？は、いつのまにか、空そら飛とぶじゅうたんの上うえにいたのです。




『とあるインドの王おう子じさまが世よにも珍めずらしい空そら飛とぶじゅうたんで旅たびをしています』

　じゅうたんのはしっこから下したを見みおろすといちめん、さばくの風ふう景けいが広ひろがっています。

　おどろきすぎたぺんぎん？は、ジタバタして、じゅうたんの上うえから落おっこちそうになってしまいました。

　あわてて、右みぎへ、左ひだりへと体からだをかたむけて、バランスをとります。

　かなりぐらぐらしましたが、最さい後ごには真まん中なかで、ナイスバランス！

　なんとか、落おちずにすみました。

　さて、このじゅうたんは、どこへむかって飛とんでいるのでしょうか。

　ぺんぎん？が、じゅうたんの目め指ざしているほうを見みると、遠とおくに、アラビアンな町まち並なみが見みえました。たてものの屋や根ねが、おまんじゅうみたいに丸まるくて、でも上うえのほうはとんがっている、ふしぎな形かたちをしています。

　なるほど、あそこへ……あれっ？

　じゅうたんは、きゅうに下したに落おちたり、上うえにのぼったりしながら、町まちにむかっているようでした。
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　とんかつとえびふらいのしっぽが飛とばされて来きていたのは、「赤あかずきん」の世せ界かいでした。

　赤あかいずきんをかぶっているとんかつと、そのそばにいる、白しろいウサギのかっこうをした、えびふらいのしっぽ。

　おばけもここにいます。

『むかしむかしあるところに、小ちいさくてかわいい女おんなの子こがいました。

　赤あかいずきんがとてもよくにあっていたので、みんなからは、赤あかずきんちゃん、と呼よばれていました……』

　３人にんは、森もりの中なかのお花はな畑ばたけにいるようです。

　とんかつは、かわいらしい赤あかいずきんに、ちょっとてれた様よう子す。赤あかいずきんの上うえには、お花はなのかんむりがのっています。

　そのお花はなに、チョウチョがよってきました。わあ、かわいい！　とんかつも、うれしそうです。

　しかし、そのチョウチョを追おいかけて、えびふらいのしっぽが飛とびついてきました。とつぜん飛とびつかれたとんかつは、ころがりそうになります。

　えびふらいのしっぽは、そのままチョウチョを追おいかけてぴょんぴょんはねて、あそびはじめました。

『ある日ひ、赤あかずきんは、お母かあさんにたのまれて、森もりの中なかにいるおばあさんに、届とどけ物ものをすることになりました』

　おばけも、マイペースにお花はなをつんだりしています。

（……）

　とんかつが、えびふらいのしっぽやおばけの様よう子すをぼーっと見みていると、えびふらいのしっぽが、チョウチョを追おいかけて森もりの中なかに入はいっていってしまいました。

『外そとは危あぶないから気きをつけて。寄より道みちしてはいけませんよ。お母かあさんは赤あかずきんに念ねんをおしました』

　しかし……。

　とんかつも、「本ほんの声こえ」を無む視しして、えびふらいのしっぽを追おいかけて、あわてて森もりの中なかへ。

　あっという間まのできごとに出でおくれたおばけは、お花はな畑ばたけにひとり、取とり残のこされてしまいました。




　ひらひらひら……。

　チョウチョは、えびふらいのしっぽをさそうように、森もりの奥おくへ、奥おくへと飛とんでいきます。

　そして、とちゅうで、森もりの木き々ぎのあいだにまぎれて、見みえなくなってしまいました。

　チョウチョを見みうしなったえびふらいのしっぽが、立たち止どまってキョロキョロしていると、そこにやっと、とんかつが追おいつきます。

　ぜえぜえ、はあはあ。

『深ふかい森もりの中なかに迷まよい込こんだ、赤あかずきん……』

　そうして、少すこし落おちついて、あらためてまわりを見み渡わたして、とんかつは気きがつきました。

　周しゅう囲いは、うっそうとした、暗くらい森もり。どこから来きたのかも、もうよくおぼえていません。

　つまり、どこだかよくわからない場ば所しょで、まいごになってしまったのです！

　ぶるっとふるえあがった、とんかつ。

　チラッと横よこを見みると、木きの後うしろから、オオカミっぽい影かげが、こちらを見みているような……。
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（ここから出でよう！）

　とんかつは、えびふらいのしっぽと手てをつないで、歩あるきはじめました。

　こわいものが、出でませんように、出でませんように……。

　しかし、ガサッと音おとがしたので、ふり返かえると、やはり、オオカミっぽい影かげが、サッと木きの後うしろにかくれたのが見みえてしまったのです。

　とんかつは、見みなかったフリをしました。えびふらいのしっぽとつないだ手てをいっそうぎゅうっと強つよくにぎりしめて、ずんずん歩あるきます。

　でも、オオカミっぽい影かげをさけるようにいそいでいると、おんなじところをグルグルまわったり、行いったり来きたりで、森もりから出でられる様よう子すはありません。

　とんかつと、えびふらいのしっぽの運うん命めいは、どうなるのでしょうか。
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　──ビュ───ッ。

　そのころ、マッチ売うりのしろくまは、ひよこ？といっしょに、ふぶきがあれる雪ゆきの山やま道みちを、大おおきなソリを引ひいてのぼっていました。

　よいしょ、よいしょ。

　冷つめたい雪ゆきの上うえを、一いっ歩ぽ一いっ歩ぽ進すすみます。

　ふたりとも、とっても寒さむそうで、疲つかれているようです。

　とくに、ブルブルふるえるひよこ？を見みかねたしろくまは、ひよこ？を抱だきあげて、ソリにのせてあげました。

　さらに、自じ分ぶんが頭あたまにかぶっていたふろしきを、ひよこ？にかぶせています。

　ひよこ？は「いいの？」という目めで、しろくまを見みました。しろくまだって、とっても寒さむがりですからね。

　でも、それいじょうに、しろくまは、とってもなかま思おもいなんです。

　しろくまがコクリとうなずくと、ひよこ？はとてもうれしそうに、頬ほおをそめました。「ありがとう」と言いっているみたい。

　それから、しろくまは、ひよこ？をのせたソリを、また引ひきはじめました。

　よいしょ、よいしょ。

　雪ゆき山やまにのぼって、何なにをするつもりなんでしょう？

　とちゅう、ソリが、雪ゆきのかたまりに、ゴツッとぶつかってしまいました。

（う～～～ん……）

　しろくまは、がんばって力ちからをこめますが、ソリは、引ひっかかったまま。

　すると、それを見みたひよこ？が、ソリからぴょんととびおりて、ソリを後うしろから押おしはじめました。

　やさしくしてくれたしろくまのために、いっしょにがんばる！　と言いっているみたい。

　あと少すこし、あと少すこしです……！　って、あれ？

　ソリを押おすひよこ？のとなりに、いつのまにかキツネがいました。そう、マッチのまぼろしのこたつでいっしょにぬくぬくした、あのキツネです、ひよこ？とおなじように、ソリを押おしています。いつのまに……。

　ひよこ？はおどろいたものの、キツネのおかげで、ソリは無ぶ事じ、雪ゆきのかたまりをのりこえることができました。

　しろくまは、ふりかえってふたりに言いいました。

「ありがとう」

　そして、みんなで力ちからを合あわせて、やっと、雪ゆき山やまのてっぺんまでやってきたのです。




　雪ゆき山やまの反はん対たいがわは、きゅうなガケになっていました。そして、そのとちゅうがすべりだいのような曲まがった形かたちになっていて、ジャンプ台だいのようでした。

　それでは、これから、どうするのでしょうか？　まさか……。

（ソリで、すべって、ジャンプして、とぶ！）

　しろくまはこう説せつ明めいしますが、ひよこ？とキツネは首くびをかしげています。

（とぶって、どこに？）

　ひよこ？がとまどっていると、しろくまは、ビシッと月つきを指ゆびさしました。

「あれ！」

　きれいな三日みか月づきです。

（おつきさま？）

　ひよこ？がおどろいていると、しろくまが、あたりにあった木きのパーツのきれはしをはこんできて、ソリにとりつけはじめました。

　ちょうど、ソリの左さ右ゆうにハネがついたようになります。ひよこ？は、（ひこうきみたい！）と、目めをキラキラさせました。

　そんな目めで見みられたしろくまは、ちょっとてれながらも、ソリに飛とびのりました。

　そして、（どうぞどうぞ）と、ひよこ？に、ソリにのるようにうながします。

　ひよこ？は、ピョンと飛とびのって、しろくまの背せ中なかにしっかりとつかまりました。




　──ズズッ……。




　ソリがうごきはじめます。いよいよです！

　しかし、ソリからあらためてガケを見みおろすと……。




　ヒュルル～ッ。




　しゃめんは急きゅうで、とっても深ふかいし、すごくコワイ……。

「こわ……」

　しろくまとひよこ？は、同どう時じに思おもいました。

「やっぱりやめておこう」と、しろくまがふり返かえると、ひよこ？も、汗あせをタラッとながして、こくこくととうなずきます。

　あぶないあぶない。キケンなことをするところでしたね。

　って。




　グラッ！




　出しゅっ発ぱつしかけていたソリは、バランスをくずして、がけの方ほうへ。

（うわああああ！）

　それを見みていたキツネも、あわててソリをおさえますが、キツネひとりの力ちからではおさえきれませんでした。

（わ──────っ！）

　しろくまとひよこ？をのせたソリは、そのまま、ガケをすべっていってしまいました。




　ゴオオオォォォ───ッ！

[image: ]




　すごいスピードです。

　そして……とちゅうにあったジャンプ台だいから、空くう中ちゅうにほうりだされます。

　ソリが向むかう先さきは、しろくまの言いっていたとおり、三日みか月づきです。

　ぶつかる、ぶつかる……！　ひよこ？はそう覚かく悟ごをしました。しかし、そうはなりませんでした。

　月つきに見みえていたのは、絵え本ほんのやぶれ目めだったようです。

　しろくまは、ここからちがう世せ界かいを目め指ざしていたのでしょうか。

　しろくまとひよこ？をのせたソリは、そのまま、絵え本ほんのやぶれ目めに吸すい込こまれるように、飛とびこんでいきました。
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　──ザブッ！　ザブンッ!!

　──ザザーン……!!




『人にん魚ぎょ姫ひめが一ひと目めぼれした王おう子じさまをのせた船ふねをあらしがおそいます』

　あらしにみまわれて、海うみは大おおあれ。

　にせつむり王おう子じや、とかげ人にん魚ぎょ姫ひめ、たぴおかたちも、大おお雨あめの中なか、必ひっ死しで船ふねにつかまっています。

　ついに、船ふねが大おおきくかたむいて、マストにつかまっていたにせつむりが海うみに落おちていきそうになりました。

（あっ！）

　それを見みていたとかげは、あわてます。

　海うみということは、海かい水すい。海かい水すいには、たくさんの塩しおがふくまれています。

　そして、にせつむりは、塩しおがかかると、とけてしまうのです。

　にせつむりが、あぶない！

　そう考かんがえたとかげは、何なにかを決けっ心しんした様よう子すです。

　にせつむりに向むかって、大おおきくジャンプしました。そして、空くう中ちゅうで、人にん魚ぎょのひれをうまくつかって、「ぺちっ」とにせつむりを船ふねのほうにはねかえします。

　にせつむりは、ぶじに船ふねにもどり、そこにいたたぴおかたちにむかえられました。

　ナイスキャッチ！　しかし、とかげのほうは？

　心しん配ぱいいりません。とかげはもともと、泳およぐのが大だいのとくいですから、あれた海うみもなんのその。海うみから顔かおを出だして、船ふねの上うえのにせつむりに手てをふってみせます。

　おたがい、無ぶ事じで何なにより！

　そうしているうちに、海うみもだんだんおだやかになってきました。

　くもっていて暗くらかった空そらにも、三日みか月づきが見みえ……月つき？

　いいえ、あれは、絵え本ほんのやぶれ目めです。そこから、ソリにのったしろくまとひよこ？が、飛とび出だしてきました。

　あの雪ゆき山やまのページから、ここにつながっていたんですね。

　ただ、しろくまたちをのせたソリのいきおいは止とまらず、ぴゅーっとどこかへ行いってしまいます。

　それを見みていたとかげとにせつむりは、あわててしろくまたちを追おいかけることにしました。
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　たたたたた……。

　とんかつと、えびふらいのしっぽは、暗くらい森もりの中なかをさまよいつづけています。

　あいかわらず、ときどき、チラッチラッとオオカミの影かげがのぞいて、ふたりをねらっているような気きがします。

　何なにものかにつけられている、とんかつたち。




　少すこしはなれた別べつの場ば所しょには、とんかつとえびふらいのしっぽをさがして、ふよふよただよっている、おばけ。手てには、さっき花はな畑ばたけでつんできたお花はなを持もっています。

　おばけが、ふよふよと、きりかぶの前まえを通とおりすぎようとした、そのとき！




　がお───っ！




　おばけの前まえに、とびきりこわい顔かおをしたオオカミが、飛とび出だしてきました！

　おばけはおどろいて、エプロンのポケットに入いれている以い外がいのお花はなを、全ぜん部ぶ取とり落おとしてしまいました。

　でも、オオカミは（あれっ？）って顔かお。とんかつたちを追おいかけていたはずなんだけど……、どうやら、おばけと、とんかつたちをまちがえておどろかせてしまったようです。

　おどろかされたおばけは、びっくり。後うしろのきりかぶの上うえに、ぺしゃんとしりもちをついてしまいました。すると。




　──カチッ！
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　きりかぶの上うえに、何なにかのしかけの作さ動どうスイッチがあったようです。

　きりかぶは、周しゅう囲いの地じ面めんと、おばけごと、ぐるん！　と回かい転てんしました。

　そして、絵え本ほんのしかけが作さ動どうして、きりかぶがあった場ば所しょには、大おおきな家いえがあらわれたのです。

　オオカミは、何なにが起おこったのかわからず、ポカーン。

　でも……。

　クンクン。近ちかくにとんかつたちのにおいを感かんじて、すぐに気きをとりなおします。

　この家いえをつかって、とんかつとえびふらいのしっぽをつかまえる方ほう法ほうを、思おもいついたようです。

　ニヤリ、と笑わらう、オオカミ。しめしめ……といった様よう子すで、家いえへの階かい段だんをのぼって、げんかんのドアの前まえに立たちます。

　そして、「あんぜん♡あんしん」とかかれたはりがみを、ペタッとはりました。

　そのあと、自じ分ぶんは家いえの中なかに入はいっていきます。




　そこにあらわれたのは、とんかつと、えびふらいのしっぽ。オオカミの影かげから逃にげまわって、もうヘトヘトです。

　そんなときに、「あんぜん♡あんしん」というはりがみのある、大おおきくてじょうぶそうな家いえが！

　オオカミのワナなんですけど、とんかつたちはそれに気きがつきません。

　やったね、とばかりにほっとしています。

『赤あかずきんは、オオカミのいる家いえの中なかへ入はいっていくのだった』

　ああ、あぶない……！
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　そのころ、しろくまは、「人にん魚ぎょ姫ひめ」の世せ界かいの白しろい砂すな浜はまの上うえで、ぬくぬくと日にっ光こう浴よくをしていました。

　とっても寒さむい「マッチ売うりの少しょう女じょ」の世せ界かいからぬけだして、お日ひさまでぽかぽかの場ば所しょにたどりついたしろくまは、ほっこり、うっとり。

（ほわああ……）

　そんなしろくまの顔かおをのぞきこむようにしてあらわれたのは、人にん魚ぎょ姫ひめの恰かっ好こうをしたとかげと、王おう子じ様さまのにせつむり。

　しろくまを追おいかけてきて、やっと再さい会かいできました。

　ぬくぬくしているしろくまに、「よかったね」と声こえをかけます。

　今いままでとってもがんばってきたしろくまは、ふたりに向むき直なおりますが、思おもわず伸のびをしてしまいます。伸のびをした拍ひょう子しに、ころんと後うしろにころがる、しろくま。そんな姿すがたを見みて、とかげは（ふふっ）と笑わらっています。

　ひよこ？は、そんなすみっコたちから少すこしはなれて、ひとりでさみしそうに海うみを見みていました。

　そうでした。これだけたくさんの冒ぼう険けんをしたのに、ひよこ？のおうちはまだ見みつかっていません。

　とかげたちも、そんなひよこ？の様よう子すに気きがついたみたい。

　ひよこ？のもとに行いこうとしたしろくまに、「やすんでて」と声こえをかけ、ひよこ？のそばによっていって、となりに座すわりました。

「おうちみつかった？」と、とかげ。

「ううん」とひよこ？は答こたえます。

「そっか─」

　しばらく、みんなで海うみを見みつめていました。

　いろんなことがありましたからね。少すこし、休きゅう憩けいしてもいいでしょう。




　海うみのほうから、カニがいっぴきあらわれて、ひよこ？のそばを通とおりすぎました。

　ひよこ？が手てをふると、カニもハサミをふってこたえます。

　……と、そのカニのなかまたちでしょうか。

　海うみの中なかからつぎつぎとあらわれて、しゅうだんで岩いわかげのほうへ向むかって行いきました。




　ドドドド……。




　とかげと、その頭あたまの上うえのにせつむりは、ぼんやりと海うみをながめつづけていて、カニたちのことは、あんまり気きにしていませんでした。

　しかし……あれっ!?

　気きがついたら、そばに座すわっていたひよこ？がいません！

　カニたちにまきこまれて、どこかへ運はこばれていってしまったみたいです。

　それに気きがついて、いそいでカニたちを追おいかけますが、カニたちは、ひよこ？をまきこんであっという間まに岩いわかげへ消きえていってしまいます。

　とうぜん、とかげたちも岩いわの後うしろへ……。




　──ヒュルッ！




　そのとき、ひよこ？のかわりに、岩いわかげから、おばけが飛とび出だしてきました。




　おばけは、「赤あかずきんの世せ界かい」の切きり株かぶのしかけから、いきなり青あおい海うみが見みえる砂すな浜はまの上うえに飛とばされてきて、（？）という顔かおをしています。

　ひよこ？のかわりに、おばけ……？

　さわぎに気きづいたしろくまも、とかげのとなりにやってきました。

　そして、とかげと顔かおを見み合あわせて、（？）と、首くびをかしげます。

　ひよこ？は、どこへ行いったんでしょう？

　しろくまととかげ、にせつむりは、わけがわからずに、ただポカーンとしていました。
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（わああぁ───っ!!）

　ぺんぎん？をのせた、空そら飛とぶじゅうたんは、バランスをくずして、あっちへ行いったり、こっちへ行いったり。

　きゅうに上うえへのぼったかとおもったら、すごいスピードで落おちていったり、そのままクルッと回まわったり！　アラビアンな町まち並なみの、たてもののあいだを、ギリギリで飛とび回まわっています。

　ぺんぎん？は、落おちないように、じゅうたんにしがみつくのに、必ひっ死しです。

（！！！）

　あっ、ついに、たてものにぶつかりそうになりました。

　あぶない！　ぺんぎん？は、なんとか体からだをかたむけて、じゅうたんの方ほう向こうをかえます。

　ひと安あん心しん……かと思おもいきや、その先さきにあるのは、宮きゅう殿でんの中なかの、大おおきな「ふんすい」でした。このままでは、ふんすいの水みずにつっこんでしまいます。

　こんどこそ、ダメかも……。ぺんぎん？が、そう、覚かく悟ごを決きめたとき。




　──ブシャ───ッ!!

　──ぽーん！




　ふんすいが、いきおいよく水みずをふきあげました。

　そして、なぜか、そのふんすいの水みずの中なかから、貝かいやカニにまざって、ひよこ？が飛とび出だしてきたのです。

（!!!???）
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　あの砂すな浜はまの岩いわかげは、アラビアンナイトのふんすいにつながっていたようですね。

　しかし、とうぜん、ぺんぎん？にとっては、わけがわかりません。

　ひよこ？は、空くう中ちゅうでハネをうごかして、必ひっ死しにパタパタ。

　ひよこ？が、飛とんでる……？

　しかし、そんなひよこ？の上うえに、大おおきなわかめが、べしゃっと落おちてきました。

（！）

　ひゅるるるる……ひよこ？は、そのまま落らっ下かしていきます。

（!!）

　よくわからないけど、とにかくひよこ？を助たすけるのが先さきですね。ぺんぎん？は、なんとか空そら飛とぶじゅうたんをあやつって、ひよこ？の下したにまわりこみます。




　──ぽふんっ。




　ききいっぱつ！　ひよこ？は、やわらかいじゅうたんの上うえに、無ぶ事じに着ちゃく地ちしました。

　これで、ぺんぎん？とひよこ？は、ひと安あん心しんですね。

　ただ、ぜんぜん「あんしん」じゃない、あのふたりぐみは、どうでしょう……。
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「あんぜん♡あんしん」と、ウソのはりがみがされた家いえの中なか。

『オオカミは、おばあさんに化ばけて、赤あかずきんをまちぶせしました』

　オオカミは、おばあさんのフリをして、ベッドの中なかにいます。舌したなめずりをしながら、とんかつとえびふらいのしっぽを、今いまか今いまかと、待まっていました。

　ガチャ、と、とびらが開ひらく音おとがします。とんかつとえびふらいのしっぽが、まんまと家いえの中なかに入はいってきてしまったみたいです。

　オオカミは、「しめしめ」とばかりに、いっそう深ふかくベッドにもぐり、身みをかくします。

　とんかつとえびふらいのしっぽは、キョロキョロと家いえの中なかを見みまわします。

（！）

　あ、ふたりは、部へ屋やのすみっこを見みつけたようです。

　大おおいそぎですみっこに行いって、そこでやっと落おちついたみたい。

　やっぱり、すみっコはすみっこに、こうでなくっちゃ。

　ふうぅ～っ。

　一いっ方ぽう、まったりしはじめてしまったふたりに、ソワソワしているのは、オオカミです。

　早はやくこっちに来きてほしいのに、ふたりは、かんぜんにすみっこで落おちついてしまって、うごこうとしません。

（へやのすみっこ、あんぜん、あんしん♪）




　シ～～～ン……。




　……あっ、オオカミが、少すこしイライラしはじめました。

　本ほん当とうなら、赤あかずきんちゃんは、おばあさんの様よう子すを見みに、ベッドに近ちかづいてくるはず。そこを、ガブリ！　オオカミは、そうしたくてたまらないのです。




　──グルグルグル……。




　これは、はらぺこオオカミのおなかの音おと。もう、ガマンも限げん界かいのようです。

　音おとに気きがついたとんかつとえびふらいのしっぽは、ビクッと立たちあがります。

　そこでようやく、ベッドの中なかにだれかがいることに気きがつきました。

（だ、だれ……？）

（さあ……）

　ふたりで、おそるおそる、ベッドに近ちかづきます。

　これこそ、オオカミが、待まちに待まっていた瞬しゅん間かん！

　ガバーッとふとんをはねあげて、いただきまーす♡、とばかりに、ふたりにおそいかかります！　オオカミも、ふたりのこわがる顔かおに大だいまんぞく……。

　……あれ？

「たべてくれるの？」
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　とんかつと、えびふらいのしっぽは、こわがるどころか、キラキラした目めでオオカミを見みあげていました。

　そうです。このふたりの夢ゆめは、だれかに美味おいしく食たべてもらうこと。

　オオカミがそうしてくれるなら、願ねがったりかなったり！

　こわがられるかと思おもったら、期き待たいの目めで見みつめられて、戸と惑まどうオオカミ。

　とんかつが、ずいっと、前まえに出でます。

「どうぞどうぞ」

　えびふらいのしっぽも、うれしそうです。

（こっちも、ついでにどうぞ）

　オオカミは（えぇ～!?）って顔かおになってしまいました。

　いや、その、ちょっとそれは……と、後うしろにさがって、どうしていいかわからない様よう子す。

　ついに、ふたりの前まえから、逃にげ出だしてしまいました。

　とんかつとえびふらいのしっぽにしてみれば、こんなチャンス、見みのがせません！

　にげるオオカミを追おいかけ回まわし、家いえの中なかはドタバタ、大だいこんらん。

　ついにオオカミは、家いえのドアから外そとへかけだしました。

「たべて～」

　こうアピールする、とんかつとえびふらいのしっぽに追おいかけられながら、「いりませーん！」と、全ぜん力りょくでにげてしまいました。

　けっきょく、取とり残のこされたとんかつとえびふらいのしっぽは、しょんぼりです。

「またのこりもの……」

　そう落おちこむとんかつを、えびふらいのしっぽがなぐさめることになりました。

（また、つぎがあるよ）とでも言いいたげに、とんかつのかたをポンポン。

　そして、ふたりで、近ちかくのきりかぶにでも座すわって、少すこし休きゅう憩けいすることにしたみたいです。

　……おや？　そのきりかぶの上うえに、何なにかボタンがあります。これによく似にたものを、見みたことがある気きがしますね。

　そう、これは、おばけが作さ動どうさせたスイッチがあるきりかぶと、同おなじもののようです。

　つまり、ここに座すわると……。




　──ポチッ！

　──ぐるんっ。




（!?）

　おばけのときと同おなじことが起おこりました。絵え本ほんのしかけが作さ動どうして、きりかぶは、ふたりをのせたまま、周しゅう囲いの地じ面めんごと、大おおきく回かい転てんします。

　とんかつとえびふらいのしっぽは、こんどはどこへ運はこばれていってしまったのでしょうか？
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　ふよふよふよ……。




　空そら飛とぶじゅうたんは、もうすっかり落おちついたようです。

　町まちの上うえを、ぺんぎん？とひよこ？をのせて、ゆっくりと飛とんでいます。

「おうちある？」

　ぺんぎん？が、ひよこ？に聞ききますが、ひよこ？は町まちを見み下おろして、さみしそうにうつむくばかり。どの家いえにも、見みおぼえがないようです。

「そっかぁ……」




　ひよこ？を特とく別べつ気きにかけているぺんぎん？も、かなしくなってしまいました。

　ひよこ？はそんなぺんぎん？に、少すこし明あかるい顔かおを向むけます。

「でも、うれしい」

「うれしい？」

「とんでる」

　ひよこ？は、トリですが、まだ空そらを飛とべません。

　だからこんなふうに空そら飛とぶじゅうたんにのっていることで、ワクワクするみたいです。

　ぺんぎん？は、それを聞きくと、自じ分ぶんを指ゆびさしてウンウンうなずきました。「おなじだよ」と言いっている様よう子す。

　ペンギンも、トリですが、飛とべませんからね。ただ、ぺんぎん？が本ほん当とうにペンギンなのかは、ちょっとナゾですが……。

「じぶんさがしちゅう」

　ぺんぎん？は、ひよこ？に、やさしく語かたりかけました。

　ひよこ？は、少すこしあかくなって、ぱあっと笑わらいます。

「おなじだぁ…」
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　ずっとずっと心こころぼそかった、ひよこ？。「だれかとおなじ」ことが、とてもうれしいみたいです。

　そんな「おなじもの」どうしのふたりをのせて、じゅうたんは飛とびつづけます。

　あたりは、すっかり夜よるになってきて、星ほしがかがやいています。

　あっ！　今いま、流ながれ星ぼしが空そらを横よこぎりました。ふたりは、じゅうたんの上うえにあおむけになって、それを見みつめました。

　そうしていると、また、流ながれ星ぼし。

「きみがおうちにかえれますように」

　ぺんぎん？が、そうつぶやきました。

　流ながれ星ぼしに願ねがいごとを言いうと、かなうらしいですからね。

　ひよこ？も、小ちいさくうなずきます。




　……？

　何なにか、様よう子すがヘンです。この「流ながれ星ぼし」、なかなか空そらから消きえません。

　それどころか、どんどん大おおきくなっていって、こちらへせまってきているような……。

　それに気きづいたひよこ？は、飛とびおきて、ぺんぎん？をペチペチします。

　ぺんぎん？も、びっくりです。

（！！！？？？）

　このままじゃ、ぶつかる！

　ぺんぎん？は、一いっ瞬しゅんヒヤッとしましたが、近ちかづいてくる流ながれ星ぼしをよく見みて、気きがつきました。

　あれは……とんかつと、えびふらいのしっぽ？

「赤あかずきん」の世せ界かいのきりかぶのしかけは、こんなところにつながっていたんですね！

　ぺんぎん？は、なんとか空そら飛とぶじゅうたんで、ふたりをうけとめようとしています。

　しかし、とんかつとえびふらいのしっぽが落おちるいきおいは、かなりのものです。




　──ドシ───ン！




　かろうじて、じゅうたんでふたりをうけとめるのには、成せい功こう！

　しかし、そのしょうげきで、空そら飛とぶじゅうたんは、またバランスをくずしてしまいました。

（わ～～～っ!?）

　ぺんぎん？が、はじめてこの世せ界かいに来きたときと同おなじように、ぐるんぐるんで、めちゃくちゃな飛とび方かたがはじまります。

　みんな、どこへ連つれていかれてしまうのでしょうか。




　じゅうたんにしがみついていたぺんぎん？が、おそるおそる目めをあけると、じゅうたんは何なにか大おおきなどうくつの中なかに入はいりこんでしまったみたい。

　とっても広ひろい通つう路ろを、猛もうスピードで飛とんでいます。

　そして、その通つう路ろの先さきに、これもまた大おおきな、閉しまったままのとびらがありました。

　このままでは、全ぜん員いんで、とびらにげきとつしてしまいます。
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　そこに……。

『アリババは、じゅもんをとなえました。ひらけ……』

　あの「本ほんの声こえ」が聞きこえてきました！

　そうでした、アラビアンナイトのお話はなしでは、アリババは、じゅもんをとなえてとびらを開ひらくことができるのです。

　アリババ役やくのぺんぎん？は、大おおあわて。じゅもんは、何なんでしたっけ？　前まえに読よんでいた絵え本ほんを思おもい出だそうとしています。

　ひらけ……ひらけ……。

「きゅうりー！！！」

　ぺんぎん？が両りょう手てをひろげて叫さけびましたが、ちがいます。とびらは、ピクリともうごきません。

　はやくはやく、とびらはもう目めの前まえです。がんばって、ぺんぎん？！

　あわてるぺんぎん？の横よこで、ひよこ？が涙なみだ目めです。

「ぶつかる……！」

　そんなひよこ？のゴマのようなつぶらな瞳ひとみを見みて、ぺんぎん？、やっと思おもい出だしました。

　ひらけ……ひらけ……？

（ゴマ───っ!!）

　だいせいかい！

　大おおきなとびらは、ゴゴゴゴゴ……と、おもい音おとをたてて開ひらいていきます。

　４人にんをのせた空そら飛とぶじゅうたんは、とびらの奥おくへとすべりこんでいきました。
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『桃もも太た郎ろうたちは、ついに鬼おにヶが島しまにたどり着つきました』

　ついに「鬼おにヶが島しま」にやってきた、「桃もも太た郎ろう」役やくの、ねこ。

　やる気きまんまんで先さきを歩あるくイヌ、サル、キジから少すこしはなれた後うしろの方ほうで、ビクビクしながら歩あるいています。

　ねこのとなりでは、ざっそうが、明あかるくねこをはげましつづけています。

　オニは、どこにいるんでしょう？　どこから飛とび出だして来くるかわからないコワさもあって、ねこは、ずっとあたりをキョロキョロしています。

　あ、ざっそうが、何なにかに気きがつきました。

　やじるしのついた、絵え本ほんのパーツのようです。きりかぶのボタンのような、しかけのスイッチでしょうか？

「あっ、ちょっと……」

　ねこが止とめるまもなく、ざっそうはそのスイッチを、ぐいっと押おしこみます。




　──ポンッ！




　すると、そこに、おりたたまれるようになっていた、オニが起おき上あがりました。

　頭あたまにはツノ、するどいキバ、トラがらのパンツ……とても大おおきい、りっぱなオニです！

　ねこは、ふるえあがってしまいました。逃にげ出だそうにも、足あしに力ちからが入はいらず、うごけません。

　オニは「ぐううぅ～っ」とおなかをならして、ねことざっそうを見み下おろしました。
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　どうやら、おなかがすいているようです。

（はらぺこの、おに？）

　ねこは、ビクビクしながらも、こしにつけた袋ふくろの中なかから、きびだんごをそっとオニにわけてあげました。

（よかったらどうぞ）

　きびだんごのおすそ分わけです。

　オニは、それを、大おおきな口くちで、ぱくり。

　もぐもぐもぐ……そして、目めをキラキラとかがやかせます。

　どうやら、とっても美味おいしかったみたいです。




　がお───っ！




　オニは（美味おいしいー！）とでもいうように、両りょう手てをあげて叫さけびました。

　食たべられると思おもったねこは、なみだ目めで、あわわわわ……となった後あと、ざっそうの手てをとって、オニの前まえからいちもくさんに逃にげ出だします。

　オニは、（待まってよ～）と言いいたげに、ねこを追おいかけてきます。

　ねこ、早はやく逃にげて！




　タタタタタタタタ……ぴたっ！

　ねこはついに、鬼おにヶが島しまのはしっこ、海うみのそばのガケまで追おいつめられてしまいました。

　そこにせまる、巨きょ大だいなオニ。

（もうだめ～っ！　え～っと、え～っと！）

　──ガリガリガリガリ！

　ねこはとつぜん、足あしもとの地じ面めんを、すごいいきおいでひっかきはじめました。落おちこんだり、はずかしがったりするときに、ねこがよくやる、あのガリガリです。

　地じ面めんには、あっというまに穴あながあいていきます。

　ガケに追おいつめられて逃にげばをうしなったねこは、自じ分ぶんで穴あなを掘ほり、その中なかに逃にげていってしまいました。

（……？）

　オニは、どうして逃にげられてしまったのかがわからず、頭あたまの上うえにハテナマークをうかべるのでした。




　掘ほって、掘ほって、掘ほって。

　そんなオニのことを知しらないねこは、必ひっ死しです。

　もっと掘ほって掘ほって、掘ほりまくる！

　ざっそうとふたり、穴あなの中なかを掘ほりすすんで、逃にげつづけます。

　ふう、これだけ掘ほれば、もうそろそろだいじょうぶかな……？

　そう考かんがえてふり返かえったねこは、まだ自じ分ぶんを追おってくるオニを目めにして、飛とび上あがります。

（まだ～～～っ！）

　穴あな掘ほり、再さい開かいです。




　絵え本ほんと絵え本ほんのあいだを、追おいかけっこするねことオニ。

　さまざまな世せ界かいの地じ面めんの下したを、行いったり来きたりしているようです。

　ねこがガリガリしながら逃にげまどい、その後あとを、大おおきなオニがのっしのっしと歩あるくものだから、世せ界かいすべてがぐらぐらゆれて、パーツもポロポロ飛とびちっています。「マッチ売うりの少しょう女じょの世せ界かい」も、「赤あかずきんの世せ界かい」も、「アラビアンナイトの世せ界かい」も、大おおきくゆれています。

　こんなことがつづいたら、この絵え本ほんはいったい、どうなってしまうんでしょう。
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　ぺんぎん？たちが、開ひらけゴマのとびらがあった「アラビアンナイトの世せ界かい」から、空そら飛とぶじゅうたんでやってきたのは、青あおい海うみと白しろい砂すな浜はまが広ひろがる場ば所しょでした。

　そう、ここは「人にん魚ぎょ姫ひめの世せ界かい」です。

　じゅうたんから見み下おろすと、ぺんぎん？たちに気きづいた、しろくま、とかげ、にせつむりたちが、砂すな浜はまで「おーい」と手てをふっています。

　やっと、合ごう流りゅうできました。

　ぺんぎん？たちも、空そら飛とぶじゅうたんからおりて、しろくまたちとの再さい会かいをよろこんでいる様よう子すです。

　みんな、大たい変へんな冒ぼう険けんをしてきましたから、したい話はなしはたくさんあるでしょう。

　しかし……。




　──ゴゴゴゴゴゴ……！！！




　なんと、平へい和わな青あおい海うみの中なかから、なぜか「桃もも太た郎ろうの世せ界かい」の「鬼おにヶが島しま」がせりだしてきたのです！
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　それだけでは、ありません。




　バッシャ───ン！！！




　その左ひだりがわの海うみの上うえには、とつぜん、アラビアンナイトの宮きゅう殿でんが落おちてきました。

　すみっコたちがオロオロしながら見みていると、こんどは、昔むかしの日に本ほんふうの家いえが落おちてきました。それから、それから……。

（みんな、早はやく、空そら飛とぶじゅうたんに！）

　すみっコたちはあわてて空そらへ逃にげようとします。しかし、全ぜん員いんが身みをむぎゅっとよせあって、なんとかじゅうたんにのってはみたものの、じゅうたんは浮うきあがれませんでした。

　空そら飛とぶじゅうたん、定てい員いんオーバーのようです。

（！）

　そこで、ハッとしたおばけが、スイッとじゅうたんをおりました。おばけは飛とべるから、じゅうたんにのらなくても大だい丈じょう夫ぶなのに、あわてすぎてわすれていたようです。

　これで、なんとか飛とぶことができそうです。

　すみっコたちをのせた空そら飛とぶじゅうたんは、ようやくフワリと浮うきあがりました。




　あらためて空そらから景け色しきを見みてみると、そこは、すごいことになっていました。

　桃もも太た郎ろうの鬼おにヶが島しま、赤あかずきんの森もり、マッチ売うりの少しょう女じょの町まち、アラビアンナイトの宮きゅう殿でん……世せ界かいじゅうのいろんなお話はなしが、ごちゃまぜになってしまっています。

　ねことオニが大おおあばれしたおかげなのですが、しろくまたちはそれを知しりません。

　空そらから、その、ふしぎで、でも少すこし楽たのしげに見みえるにぎやかな景け色しきを、（うわぁ～）と、ながめています。

　あっ。

　そんな世せ界かいの、少すこしひらけた場ば所しょで、目めをまわしてたおれているねこがいます。がんばりすぎてしまったのでしょう。

　そんなねこを、オニとざっそうが心しん配ぱいそうに見みています。ねこの頭あたまにひやしたタオルをのせたりして、お世せ話わしてあげているようです。

　ねこは、「う～ん」と目めをさましました。

　目めを見みひらいて、さいしょに見みえたのは、ざっそうと……オニの顔かお！

　ねこは飛とび上あがっておどろいてから、丸まるまってブルブルふるえはじめてしまいました。

　ざっそうが、ねこを、大だい丈じょう夫ぶだよとなだめているようですが、ねこのブルブルは止とまりません。

　そんなねこに、オニが近ちかづきます。

「きびだんご、ありがとう」

　オニは、ねこに、きびだんごのおれいを伝つたえたくて、追おいかけていたんですね。

　てっきりおそわれるものだと思おもいこんでいたねこは、ビックリです。

　オニは、それから、ねこに「バイバイ」と手てをふって、のっしのっしと立たちさっていきました。

　こわくなんかなかったことがわかったねこも、ホッとした顔かおで、オニにむかって「バイバイ」と手てをふっています。

　そこへ、空そら飛とぶじゅうたんにのった、すみっコたちがやってきました。

　空そら飛とぶじゅうたんは、みんなの重おもさでだいぶプルプルしていますが、もう少すこし……。




　──ビリッ！

　──ドッシーン！




　……もう少すこし、がんばれなかったようです。

　じゅうたんがついにやぶれてしまったことで、すみっコたちは、ねこのそばに落おちてきてしまうことになりました。

　でも、これでやっと、全ぜん員いんしゅうごうです！




　いつのまにか、ほこりやたぴおかたちも集あつまってきています。

　すみっコたちは、ごちゃごちゃになってしまった世せ界かいの中なかで、木きでできたすみっこを見みつけました。まるで、部へ屋やのすみっこのようです。

　みんなでそこに集あつまってきて座すわって、ほっとひといき。

　絵え本ほんの中なかでも、ここが落おちつくんです。

　その中なかで、ひとりだけ、ひよこ？が首くびをかしげています。

（すみっこ？）

　そんなひよこ？を見みて、すみっコたちは、少すこし左さ右ゆうにつめて、いちばんのすみっこをあけてあげました。

　すみっコたちによる、すみっこのおすそ分わけです。

　ためしにそこに座すわってみたひよこ？は、「おちつく……」と、ほっとしています。

　ね、すみっこって、いいものですよね。




　──ぐぅ～～～っ。




　だれかのおなかがなりました。だれの音おと……いいえ、みんなのおなかから、ぐぅ～っという音おとが聞きこえてきます。

　安あん心しんしたら、おなかがへったようですね。あちこちから、ぐぅ～っ、ぐぅ～っが、なりやみません。みんな、少すこしはずかしそうです。

　そこに、のっしのっしと、さっきのオニが近ちかづいてきました。

　手てに、大おおきなふろしきづつみをぶらさげています。

　オニはそのまま、すみっコたちの前まえで、ふろしきづつみを開ひらきました。

　中なかに入はいっていたのは、たくさんのおにぎりです！

　きびだんごのおれいに、みんなにおにぎりを食たべてほしいみたい。

　ねこ以い外がいのすみっコたちは、大おおきくて強つよそうなオニに少すこしとまどっていますが、オニがとてもやさしいことをしっているねこは、「ありがとう！」と、よろこんでいます。

　ねこがそう言いうなら、ほかのみんなも、安あん心しんです。

　いただきますをして、おにぎりを食たべはじめます。




　……あれ？　しろくまが、何なにかに気きがつきました。

　大おおきなオニのかげから、じいっとみんなを見みているコたちがいるようです。

　まず、ひょこんっと顔かおを出だしたのは、いっしょに雪ゆき山やまでソリをはこんでくれた、キツネでした。

　ひょこん、ひょこひょこっ。

　その後うしろからも、イヌ、サル、キジ、ウサギ、タヌキ、カニ……。

　今いままで出で会あってきた、たくさんのお話はなしの住じゅう人にんたちが、つぎつぎにあらわれます。

　最さい後ごに、ちょっとてれくさそうに顔かおを出だしたのは、「赤あかずきん」の、オオカミ。

　オオカミを見みたとんかつとえびふらいのしっぽが、「たべてくれるの……？」と、目めをキラキラさせました。

　オオカミは、気きまずそうに、「いや、おにぎりを……」と手てをふりました。

　オニの持もってきたたくさんのおにぎりを、みんなで仲なかよくわけあいます。

　たいへんなことも多おおかったけど、こうしてわいわい集あつまると、楽たのしかったな～、というきぶんになりますね。
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　さて、それぞれのお話はなしの住じゅう人にんたちを見みおくった、すみっコたち。

　たくさん冒ぼう険けんして、おなかもいっぱいになって、時じ間かんも、すっかり夜よる。

　とんかつやねこは、もう、気き持もちよさそうにねむってしまっています。

　みんなでまったりムードですが、まだ、解かい決けつしていない問もん題だいがあります。

　そう、ひよこ？のことです。

　みんながすみっこで思おもい思おもいに休やすんでいる中なか、ひよこ？の姿すがただけが、消きえていました。それにいちばんはじめに気きづいたのは、ぺんぎん？です。

　ひよこ？は、少すこしはなれたところで、星ほし空ぞらを見み上あげていました。

　こんなにたくさんの世せ界かいをいききして、これだけ探さがしても、ひよこ？のお話はなしは、見みつからなかったのです。

　ぺんぎん？は、だまって、ひよこ？のとなりに座すわりました。

（かならず、おうちを見みつけるから）

　ひよこ？の背せ中なかに、そっと手てをあてます。

　ひよこ？を、力ちから強づよくはげますぺんぎん？。

　しずかな、しずかな時じ間かんが流ながれました。
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　ところで、そんなひよこ？たちとは少すこしはなれた場ば所しょで、おばけがふよふよと浮ういていました。

　ぺんぎん？が起おきてひとりでどこかへ向むかったことに気きがついて、心しん配ぱいして探さがしに来きたようです。

　うろうろしているうちに、いかにも何なにかありそうな、箱はこを見みつけました。

　大おおきな丸まるいボタンがついていて、そこには、「プッシュ！」という文も字じとともに、上うえを指ゆびさしたマークがかかれています。「プッシュ」とは、「押おして」といういみ。これもまた、絵え本ほんのしかけのひとつでしょうか。初はじめて見みるしかけです。

　おばけはその箱はこに近ちかづいて、（？）となっていましたが、とりあえずボタンを押おしてみることにしたみたいです。ぽふぽふっ！




　──ボワンッ!!




　箱はこから、大おおきなけむりが飛とびだしました！

　夜よ空ぞらに向むかってのぼっていき、花はな火びのように破は裂れつして、そこに、大おおきくてひらべったい、きれいな丸まるい光ひかりの輪わをつくります。

　おばけはのんきに、（きれいだな～）という顔かおで見みていました。そして、もっと近ちかくで見みようと、すいすいっと、丸まるい光ひかりを目め指ざして飛とんでいきます。




　この様よう子すには、はなれたところにいるひよこ？とぺんぎん？も、さすがに気きがつきました。

　星ほし空ぞらの中なかにとつぜんあらわれた、なぞの丸まるい光ひかり。

　何なんだろう……？　と思おもって見みていると、おばけがスイ～ッと近ちかづいていきます。
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　そして、ふたりが見みている前まえで、丸まるい光ひかりにのみこまれるようにして、消きえてしまいました！

　おばけがずっと持もっていた、花はな畑ばたけでつんだお花はなだけが、ハラハラと落おちてきます。

　そして、おばけをのみこんだ丸まるい光ひかりは、あらわれたときと同おなじくらい、とうとつに、ポンッと消きえてしまいました。

　後あとには、しずかな星ほし空ぞらが残のこるばかりです。

「きえた…」

　一いち部ぶ始し終じゅうを見みていたひよこ？とぺんぎん？は、何なにが起おこったのかわかりません。汗あせをたらしながら、おばけが消きえた場ば所しょを見み上あげ続つづけていました。
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　さあ、消きえたおばけがどうなったかというと……。

　ここは、『喫きっ茶さすみっコ』の、ひみつの地ち下か室しつ。

　そうです。おばけが、いちばんはじめに、光ひかる絵え本ほん『せかいのおはなし』を見みつけた場ば所しょです。




　──ポンッ！




　床ゆかに落おちたまま、しずかに光ひかっていた絵え本ほんから、おばけが飛とび出だしてきました。あの丸まるい光ひかりは、絵え本ほんと外そとの世せ界かいをつないでいるようです。

　おばけは、まだうまく、事じ情じょうがのみこめません。

　暗くらい地ち下か室しつでひとり、少すこしのあいだ、ぼうぜんとしているのでした。
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　絵え本ほんの中なかに残のこされた、ひよこ？とぺんぎん？は、もちろん、そんなことわかりません。

　消きえてしまったおばけのことを考かんがえながら、どうにもできないでいると、ひよこ？の目めの前まえに、ヒラヒラと何なにかが落おちてきました。

　おばけが残のこしていった、一いち輪りんのお花はなです。

　ひよこ？はそれを手てにとって、じっと見みつめました。それから、ふと、もういちど空そらを見みあげました。




[image: ]




　次つぎの日ひの朝あさ。

　ぺんぎん？とひよこ？が、昨さく夜や、おばけが消きえていったことについて、みんなに説せつ明めいしています。

　空そらの方ほうを指ゆびさしたぺんぎん？が、遠とおくに何なにかを見みつけました。

　それは、森もりに囲かこまれた湖みずうみの上うえを、スイスイ泳およぐ、あひるたちでした。

　どこかで見みた景け色しきです。ぺんぎん？が前まえに読よんだ絵え本ほんの中なかに、こんなシーンがあったような……。

　ぺんぎん？は、ハッと気きづきました。

「これだ！」




『みにくいあひるのこの世せ界かい』




『これは、あひるの群むれで育そだった、ひとりだけ灰はい色いろのヒナのお話はなしです。灰はい色いろのヒナは、姿すがたがちがうだけで、きょうだいからつらく当あたられていました。

　ある日ひ、ヒナは思おもい悩なやんで家いえ出でしましたが、どこへ行いってもなかまはずれにされました。

　しかし、みんなから「みにくい」といじめられていた、その灰はい色いろのヒナは、じつは、ハクチョウだったのです。

　ヒナは、最さい後ごには、だれよりうつくしいまっ白しろなハクチョウになって飛とんでいきます。』




　ぺんぎん？は、うれしそうに目めをかがやかせました。

　ひよこなのに、灰はい色いろをしていて、なかなか飛とべないひよこ？は、「みにくいあひるのこ」に出でてくる、「みにくいあひる」にちがいない！

　そう、考かんがえたのです。

　ぺんぎん？の説せつ明めいを聞きいて、ほかのすみっコたちも、（ふむふむ）という顔かお。

　たしかに、ぺんぎん？の言いうことを聞きけば聞きくほど、ひよこ？は「みにくいあひるのこ」に登とう場じょうするヒナに、ぴったりです。

　すみっコたちは、ひよこ？のお話はなしが見みつかったと喜よろこんでいます。

　ひよこ？も、とってもうれしそうです。




　みんなは湖みずうみに近ちかづいていき、ひよこ？を「みにくいあひるのこ」の世せ界かいに、送おくりだすことにしました。

　うまく泳およげないひよこ？のために、しろくまが、湖みずうみに大おおきな葉はっぱをうかべてあげます。

　ひよこ？はドキドキした顔かおで、でも、とてもうれしそうに、葉はっぱの上うえにのりました。

　すみっコたちが見み守まもっている目めの前まえで、スイーッと、ハクチョウたちのむれに近ちかづいていきます……。
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　ハクチョウたちも、ひよこ？に気きがついたようです。

　ハクチョウたちにとりかこまれ、じーっと見みつめられる、ひよこ？。

　このハクチョウたちが、ひよこ？がずっと探さがしもとめていた、本ほん当とうの「なかま」なのでしょうか？

（よかったね！）

（よかったー！）

　湖みずうみのほとりでその様よう子すを見みているすみっコたちも、うれしそうにピョンピョン飛とびはねています。

　……おや？

　とかげが、飛とびはねた拍ひょう子しに、何なにかをふんだようです。

　それは、トリのマークがかかれた、スイッチでした。

　スイッチに反はん応のうして、横よこの地じ面めんがパカッと開ひらきます。

　そこには、灰はい色いろのヒナがあらわれました。

（……）

　とかげがぽかんとしていると、灰はい色いろのヒナは、湖みずうみに飛とびこみ、スイーッとハクチョウたちのほうへ近ちかづいていきます。

（!?）

　これには、ほかのすみっコたちもおどろきました。

　ひよこ？をとりかこんで見みていたハクチョウたちは、あらたにあらわれた灰はい色いろのヒナのほうに、サーッと泳およいでいってしまいました。

　残のこされたひよこ？は、何なにが起おこったのかわかりません。

　何なにもできずに見みつめていると、灰はい色いろのヒナが、ハクチョウたちのなかまいりをはたしました。




　……そうです。

「みにくいあひるのこ」の本ほん当とうの主しゅ役やくは、ほかにいました。

　ひよこ？は、「みにくいあひるのこ」ではなかったのです。




　ポツン……。




　湖みずうみの上うえで、ひとり、取とり残のこされたひよこ？。

　灰はい色いろのヒナは、みんなが見みている前まえで、うつくしいハクチョウに成せい長ちょうしていました。

　ずっとそれを見みていたすみっコたちも、ことばをなくします。

　こんどこそ、絶ぜっ対たいに、（見みつけた！）と思おもったのに。

　期き待たいしていたぶんだけ、かなしいきもちが広ひろがります。




「みにくいあひるのこ」のなかまたちは、ひよこ？をおいて飛とびさっていってしまいました。

　ひよこ？は、ショックのあまりぼんやりとその様よう子すを見み上あげ……バランスをくずして、大おおきな葉はっぱの上うえから、湖みずうみに落おちてしまいます。




　すみっコたちは、はっ！　と、われに返かえりました。

　ぶくぶくぶく……としずんでいく、ひよこ？。

　ひよこ？を助たすけるため、あわてて湖みずうみに飛とびこんでいくすみっコたち。

　水みずが苦にが手てなとんかつとえびふらいのしっぽ、そして、泳およげないねことにせつむり、いつもねこのそばにいるざっそうは、きしに残のこって……いいえ、とんかつも、ひよこ？を助たすけたいみたいです。

　かくごを決きめて、せーの！　で飛とびこもうとします。

　ねこがあわてて、そんなとんかつを止とめています。とんかつとえびふらいのしっぽのころもは、水みずにぬれると、フニャフニャになってしまうんです。




　ゴポゴポゴポ……。




　湖みずうみの下したは、どこかにつながっているみたいです。ひよこ？は、しずみつづけます。

　追おいかけなければ！　とかげが、ぷくーっと息いきをすいこみました。そして、大おおきな空くう気きのあわを、りくにむけて、ぽこっとはきだしました。

（このあわの中なかに、飛とびこんで！）

　この中なかなら、ぬれることなく、湖みずうみの中なかにもぐれます。

　とんかつたちは、いっせいにあわの中なかに飛とびこみました。そして、ひよこ？を追おってしずんでいきます。




　──コロンッ！




　ひよこ？は、どこかまっ白しろな空くう間かんにころがり落おちました。

　そして、何なにを思おもったのか、ひとりでどこかに行いってしまいました。

　その後あと、ぺんぎん？、しろくま、とかげ、たぴおかたちも、着ちゃく地ちします。




　──ボヨンッ！




　最さい後ごに、あわに守まもられたとんかつたちが落おちてきます。あわは、地じ面めんにつくとどうじに、はじけて消きえました。

　しろくまが、あたりを見みまわします。

　ここは、どこでしょう……。あたりいちめん、まっ白しろで、何なにもないのです。

　今いままでいろいろな「お話はなし」の世せ界かいで、たくさんのものを見みてきましたが、「何なにもない」のは、はじめてです。

「ひよこ？はどこ？」

　さいしょに気きをとりなおしたのは、ぺんぎん？でした。

　ひよこ？を探さがして、周しゅう囲いをキョロキョロします。

　ねこが、少すこしはなれたところにいるひよこ？を見みつけました。

　みんな、いっせいにそちらを見みます。




　……？

　ひよこ？の様よう子すが、なんだかヘンです。

　ひよこ？は、笑わらっても、泣ないてもいません。ぼんやりしているようです。

　みんな、そんなひよこ？に、おそるおそる近ちかづきました。




　どこか様よう子すがおかしい、ひよこ？。

　みんな、そんなひよこ？に、なかなか声こえをかけることができません。

　それでも、なんとかねこが、「だいじょうぶ？」と言いってみます。

　ひよこ？のこたえは……。




（ちがう）




　えっ？

　すみっコたちは、いっせいにハテナマークをうかべました。

　ひよこ？のことばは、つづきます。




（みんなと……なかまじゃない）

（！！！！！）
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『……これは、いつかの昔むかしのできごと。

「せかいのおはなし」という、たくさんのお話はなしがつまった、しかけ絵え本ほんがありました。

　この絵え本ほんの白はく紙しのページ、何なんのお話はなしも書かかれていないページに、だれかがらくがきをしたのです。

　……そう、丸まるくて小ちいさい、ひよこ？のらくがきを。

　そして、いつしか絵え本ほんの存そん在ざいもわすれられ、らくがきのひよこ？は、いつまでもずっとひとりぼっちですごしました。

　何なにもない、だれもいないところで、ひよこ？は、ずっとずっと、ひとりでした。

　ある日ひ、さみしさがあふれて、ガマンできなくなったひよこ？の目めから、涙なみだがこぼれおちました。

　ポタリ、と涙なみだが落おちると、そこから光ひかりがあふれ、ひよこ？は、いつのまにか、動うごけるようになっていました。

　そうして、ひよこ？は、なかまを探さがすために、旅たびに出でたのでした。

　この絵え本ほんのどこにもない、「ひよこ？のお話はなし」をもとめて……。』




　ひよこ？のためにさがしていた「お話はなし」なんて、さいしょからなかったのです。

　ぺんぎん？は、涙なみだをこらえています。

　そこで、しろくまが顔かおをあげて、言いいました。

「いっしょに〝すみっこ〟にくる？」

　自じ分ぶんたちのくらすすみっこに、ひよこ？をむかえいれようと提てい案あんしているのです。

　そうすれば、ひよこ？はもう、さみしい思おもいをすることはありません。

　ひよこ？はおどろいて、みんなの顔かおを見みまわしました。

　すみっコたちは、ひよこ？をあたたかく受うけ入いれ、うんうんとうなずいています。

　ひよこ？は、とってもうれしそうに、ほおをそめました。

　そんなひよこ？を見みて、しろくまが、せおっていたふろしきの中なかから、ごそごそと何なにかを取とり出だしました。

（はい。みんなも）

　それは、ごちゃまぜになってしまった世せ界かいで、みんなでおにぎりを食たべていたときに、近ちかくに咲さいていたお花はなでした。きれいだったから、こっそり、いくつか、つんでいたんですね。

　みんなで、頭あたまにお花はなをかざります。「なかま」のしるしです。
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（なかま……）

　ひよこ？は、かんどうで、目めをうるうるさせました。




　そのときです！

　白しろいくうかんの上うえの方ほうに、とつぜん、丸まるい光ひかりの輪わがあらわれました。

「!!」

　ぺんぎん？とひよこ？は、その光ひかりの輪わに見みおぼえがありました。

　おばけがすいこまれていった、あの光ひかりの輪わです。

　そして、ぺんぎん？は、気きがつきました。

「でられるかも」

　あの光ひかりの輪わの中なかに飛とびこめば、絵え本ほんの外そとに出でられるかもしれない、ということに。

　みんな、えっ!?、という顔かおで、ぺんぎん？に注ちゅう目もくします。

（でも、どうやって？）

　とかげが首くびをかしげます。丸まるい光ひかりの輪わはかなり上うえの方ほうにあり、このままではとどきません。

　早はやくしないと、いつ、丸まるい光ひかりが消きえてしまうかわかりません。

（うーん……うーん……）

　なやんだねこが、足あしもとにある白はく紙しのページををガリガリやりはじめてしまいました。

　すると……。




　──ピョコン！




　やぶれたページのすき間まから、何なにかのパーツが飛とび出だしてきました。

　ハッとしたしろくまが、そのパーツのまわりを、ガサゴソしらべます。

　そして、中なかから、大たい量りょうのごちゃごちゃしたパーツをひっぱりだしました。

　これは、ボロボロになってしまった絵え本ほんの、こわれたパーツたちでしょうか？

「これで、でられるよ！」

　力ちから強づよくそう言いうしろくまに、みんなは「？」という顔かおをしています。

　出でられるって、どうやって？

（それは……）

　しろくまは、みんなを集あつめて、作さく戦せん会かい議ぎをはじめました。

　そして、あらためて、みんなの顔かおを見みまわします。

　みんなそろって、（わかった！）と、うなずきました。

　これは、絵え本ほんのパーツを見みつけたねこのおてがら。

　みんなからほめられたねこは、てれちゃったようです。

　さあ、作さく戦せんかいしです！




　せっせ、せっせ。

　せっせ、せっせ！




　すみっコたちは、たくさんのパーツを、丸まるい光ひかりの輪わの下したに集あつめはじめました。協きょう力りょくして、手てから手てへ、また手てから手てへ。みんなで力ちからを合あわせるその姿すがたは、バケツリレーのようです。

　丸まるい光ひかりの下したに、パーツたちが山やまのようにつまれていきます。

　体からだの小ちいさいひよこ？を気きづかって、ぺんぎん？が「だいじょうぶ？」と声こえをかけていますが、ひよこ？は、コクッとうなずきました。

　みんなの「なかま」なので、みんなの役やくにたちたいのです。

　丸まるい光ひかりの輪わの下したで、だんだん高たかくなっていくパーツの山やま。

　もう少すこしです。このパーツの山やまをのぼっていけば、あの光ひかりにとどきそうです。




　せっせ、せっせ、せっせ……。

[image: ]




　できました！

　ひよこ？が、最さい後ごにパーツの山やま……いえ、もうこれは「塔とう」になっています。塔とうの頂ちょう上じょうに、きりかぶのパーツをのせます。

　完かん成せいです！

　これでみんな、丸まるい光ひかりの輪わに手てがとどくようになりました。

（できたー！）

（やったー!!）

（わー！）

　塔とうをとりかこんで、よろこぶすみっコたち。これで、ひよこ？をつれて丸まるい光ひかりをくぐっていけば、もとの世せ界かいにもどることができます。

　しかし、ひよこ？は何なにかに気きがついたようです。

　塔とうのいちばん上うえで、ひよこ？が光ひかりにさわってみると……。




　──コツンッ。




　吸すい込こまれるどころか、かたい感かん覚かくがかえってきました。

（!?）

　ひよこ？は、光ひかりをコンコンとたたいてみたり、頭あたまをグリグリ押おしつけてみたりします。

　でも、だめみたいです。丸まるい光ひかりは、やわらかなものに見みえるのに、かたいガラスばりのように、ひよこ？を通とおしてくれません。

　ひよこ？は、おばけが丸まるい光ひかりの輪わを通とおって、帰かえっていったときのことを思おもいだしました。




　あのとき、おばけだけは外そとに出でましたが、もともと絵え本ほんのこちらがわにあった「お花はなのパーツ」だけは、光ひかりの輪わを通とおることなく、落おちてきていました。

　……まさか……もともと絵え本ほんの中なかにあるものや、人ひとは、外そとに出でることはできないのではないでしょうか。

　そんな！　ひよこ？はつい、ほんの少すこし前まえ、すみっコたちの「なかま」になったばかりなのに。

　もとめつづけてきた「なかま」に、やっと出で会あうことができたのに。

　そんなひよこ？の様よう子すに気きづかないすみっコたちは、ニコニコしながら、塔とうをのぼってきます。

　それじゃあ、せーので、帰かえろうか！　と、わいわいムード。

　でも、あれ？　ひよこ？の姿すがたがありません。

　みんながひよこ？を探さがしてキョロキョロすると、ひよこ？はいつのまにか、塔とうからおりて、みんなの姿すがたを見み上あげていました。

「なかま」のしるしのお花はなを頭あたまにつけて、さみしそうにしています。

　とかげがとまどって、早はやくこっちへのぼってくるようによびかけているようです。

　しかし、ひよこ？は、何なにも言いわずに首くびをふりました。

（なんで!?）

　ぺんぎん？は、大おおあわてで、塔とうをかけおりようとしました。

　すると、その重おもみで、みんなでつくった塔とうがグラッとゆれます。

　このままでは、せっかくの塔とうがくずれて、全ぜん部ぶダメになってしまいます！

　ひよこ？は、あわてて、グラッとした場ば所しょに、つっかえぼうになるパーツをさしこみました。

　なんとか、塔とうをささえます。




　……ズズッ……！




　しかし、小ちいさくて力ちからが弱よわいひよこ？は、つっかえぼうのパーツをささえつづけることでせいいっぱい。このままでは、押おしつぶされてしまうでしょう。

　これいじょうバランスをくずすわけにはいかなくなり、ぺんぎん？も、そこからうごけなくなってしまいます。

（なんで？　なんでこないの？）

（行いけないんだ……みんなは、はやく、行いって！）

　とんかつが丸まるい光ひかりの輪わを見み上あげると、どんどん小ちいさくなっていっているようです。

　時じ間かんがありません！




　ひよこ？は、必ひっ死しで塔とうをささえながら、これまでみんなでいっしょにしてきた、さまざまな冒ぼう険けんを思おもい出だしていました。

　おどろいたこと。

　笑わらいあったこと。

　がんばったこと。

　ちょっとかなしかったこと。

　そして、最さい高こうに楽たのしかったこと！

（さいごに、「なかま」だって言いってもらって、それで、もう、じゅうぶん……）




　だから、さよなら。




　ひよこ？の目め元もとから、小ちいさな一ひとつぶの水すい滴てきが、ポツリ……と落おちました。

　すると、そのしずくに反はん応のうしたように、上じょう空くうにある丸まるい光ひかりの輪わが、ぶわっ！　と大おおきくなりました。

　でも、塔とうはもうぐらぐらで、ひよこ？の体たい力りょくはもう限げん界かいです。このままでは、塔とうがくずれて、ひよこ？もぺちゃんこになってしまいます……！




　──ガシッ。




　塔とうをささえる、大おおきな力ちから。

　ひよこ？がおどろいて顔かおを上あげると、そこには、イヌ、サル、キジ、オオカミ、そして……オニ！　など、絵え本ほんの住じゅう人にんたちが、みんなで協きょう力りょくして塔とうをささえている姿すがたがありました。

　すみっコたちと、ひよこ？のピンチに、かけつけてくれたようです。

　これで、ひとまず、塔とうは安あん心しんです！

（じゃあ、やっぱりいっしょに行いこう！）

　ふたたびひよこ？に声こえをかけるしろくまですが、ふたたび首くびをふる、ひよこ？。

　どうして……と、言いいかけたとき、とかげの頭あたまの上うえにいたにせつむりが、ひとあしさきにうっかりと光ひかりに吸すい込こまれてしまいました。

　絵え本ほんの世せ界かいの中なかでにせつむりがかぶっていた貝かいがらは、絵え本ほんの世せ界かいでひろったものです。

　だから、丸まるい光ひかりをくぐれず、コン、コン……と下したに落おちていきました。

　それで、ぺんぎん？は、わかってしまいました。

　あっちから来きたにせつむりは、通とおれる。絵え本ほんの世せ界かいにある貝かいがらは、通とおれない。

　ということは、絵え本ほんの世せ界かいのひよこ？は、絵え本ほんから出でられない……。

　ぺんぎん？は、ぐぐっと下したを向むきました。

　そこには、もう、何なにもかもわかって、さみしそうに、しかし、ほほえんでいるひよこ？がいました。

　ひよこ？の涙なみだで大おおきくなった丸まるい光ひかりの輪わは、また小ちいさくなりはじめています。

　じっと考かんがえこむぺんぎん？を心しん配ぱいして、しろくまは「だいじょうぶ？」と声こえをかけます。

「ここは、まかせて」とぺんぎん？。

　しろくまは、ぺんぎん？の言こと葉ばを信しんじて、みんなを先さきに行いかせようとします。

　それを心しん配ぱいそうに見みていたすみっコたち。

　ところがつぎつぎに光ひかりの輪わに吸すい込こまれてしまいます。

　残のこりはしろくまとぺんぎん？、そしてひよこ？だけ。

　はやく、はやく！　と、しろくまが、なかなか上あがってこないぺんぎん？を心しん配ぱいしてせかします。

　でも、ぺんぎん？は、ひよこ？とサヨナラなんて、イヤなんです。

　どんどん小ちいさくなる光ひかりの輪わ……。

　ようやく、ぺんぎん？は塔とうのてっぺんへ上のぼってきました。

　しろくまをぐいぐい押おして、光ひかりの輪わへ。

　もう光ひかりの輪わはだいぶ小ちいさくなってしまいました。しろくまのおしりが引ひっかかってしまって通とおれません。




　──ウィーン！




　そこへ、なぞのアームが外そとから光ひかりの輪わを広ひろげて、しろくまは無ぶ事じ、通とおれました。

　カチカチして、ぺんぎん？に早はやく、早はやく、と言いっているようです。

　ぺんぎん？は、最さい後ごに、笑わらって手てをふっているひよこ？を見みました。
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　そして……ぎゅっと目めをつぶり、決けっ心しんをして、光ひかりの輪わの中なかに飛とびこんでいきました。

　ぺんぎん？がつけていたお花はなのかざりが、最さい後ごに、ひらりと落おちていきました。

　塔とうの上うえの光ひかりの輪わは、消きえてしまいました。

　ただハラハラと落おちてくるお花はなを、ひよこ？や、色いろ々いろなお話はなしの住じゅう人にんたちが見み上あげていました。







[image: 10　『喫茶すみっコ』ふたたび]




『喫きっ茶さすみっコ』のテーブル席せき。

　無ぶ事じにいつもの世せ界かいへ帰かえってきたすみっコたちが、テーブルの上うえに『せかいのおはなし』の絵え本ほんを広ひろげて、見みつめています。

　広ひろげてあるのは、白はく紙しのページでした。

　そこには、絵え本ほんの中なかでたったひとり、らくがきのままのひよこ？の絵えが、かかれていました。

　ぺんぎん？はひよこ？の絵えを見みつめて、涙なみだをぽろぽろこぼしました。

　みんなも涙なみだをうかべています。

　とかげはぺんぎん？を励はげますように、体からだをトントンとたたきます。

　ひよこ？はこれから先さきもずっと、ひとりぼっちなのでしょうか……。




[image: ]




　それから、数すう日じつ後ご。

『喫きっ茶さすみっコ』で、すみっコたちが、絵え本ほんをとりまいて、ワイワイしています。

　その手てには、ペンやハサミ、おりがみなど。みんな、いっしょうけんめいです。

　みんなで、何なにをしているのでしょうか？

　しばらくすると……。

（かんせい！）

　すみっコたちは、まんぞくした笑え顔がおで、絵え本ほんを見みつめなおしました。

　そこは、本ほん当とうは、まっ白しろだったページです。

　そう、ひよこ？のらくがきだけが、ポツンとかかれていた場ば所しょです。

　それが今いまや、すみっコたちの手てによって、とってもにぎやかなページにうまれかわっていました！




　絵え本ほんをひらくと、そこには赤あかい屋や根ねのお家うちや、たくさんのひよこがいました。それぞれのひよこをよく見みると、ぺんぎん？や、とんかつなど、すみっコたちに似にています。

　そして、みんな、頭あたまに「なかまのしるし」のお花はなをかざっていました。


[image: ]



　とってもステキなしあがりに、すみっコたちも、まんぞくそう。

　これでもう、ひとりぼっちのさみしいひよこ？は、いなくなりました。

　ひよこ？は、にぎやかな世せ界かいで、楽たのしいなかまにかこまれたひよこ？になったのです。

（これできっと、さみしくないよね）

　ぺんぎん？が、本ほんにかかれたひよこ？をよく見みてみると、なんだかちょっと、うれしそうに見みえました。

　ありがとう、と、語かたりかけてきているように。





おしまい　　
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